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「百五十七センチの標準体重は……五十四．二キロ……」

　スマホで調べた自分の身長の標準体重と体重計に表示される六十五キロという自分の体重を見て、身体が石みたいに固まってしまった。いや、私の体型で例えるのなら石というより岩だろうか。洗面台に映る、まるっと膨らんだ背中が憎い。

　怖くて一か月以上乗っていなかった体重計に覚悟を決めて乗り、そして現実に打ちのめされている私は松崎まつざき茜あかね、二十五歳。全国展開をしている安くて美味しいと有名な洋菓子のチェーン店「ラ・ピュセル」を経営する会社サンアクトの広報課に勤めている。

　なぜ自宅の脱衣所にて恐々と体重計に乗っているのかというと、その原因となる事件は会社のトイレで起こった。その時までは大丈夫だと思っていた制服のボタンとスカートのホックが、トイレの便器に座った瞬間、全て弾け飛んでしまったのだ！

　コンコンコン……とボタンやホックが地面に落ちる音を聞き、顔面蒼白になる私……幸い、総務課に同僚の川野かわの典子のりこが働いているから、半泣き状態のままスマホで連絡をして急いで替えの制服を届けてもらった。

　その時、（あぁ……私、また太ったんだ……！）という現実に気付いた。典子は「そんなことない！　大丈夫よ！」と言ってくれたけれど、弾け飛んだボタンやホックがそれを物語っていた。

　そういう経緯があり、今の自分を知ろうと勇気を出して体重計に乗ってみたら、予想以上に体重が増えており、その数字に身も心も震えあがってしまった。

「うわぁ……入社した時より、十キロ以上も太っちゃった！」

　脱衣所の隣にあるお風呂場まで響く声で叫び、項垂れるけれど一人暮らしの家では誰も慰めてくれる人はいない。そして鏡に映るのは、全体的に丸みを帯びた身体。

「だって……しょうがないじゃない。美味しいんだもの……」

　丸く膨らんだお腹を手で撫でながら、盛大にため息をつく。

　私が働いている広報課では各メディアへの宣伝で商品の魅力をいつでもすぐに伝えられるために、毎日新作のお菓子や過去のお菓子が試食用にオフィスに並べられる為、どうしても食べてしまうのだ。

　入社当時からそんな生活を続けていたら、あっという間に体重は大台に乗り、入社当時の体型は見る影もない。

　ちなみに「ラ・ピュセル」というのはフランス語で乙女という意味で、創業者の前会長が全国の乙女たちに我が社のお菓子を食べて幸せな気持ちになってほしいという意味からつけたみたい。

　そんな乙女たちに「ラ・ピュセル」の良さを伝えなければいけない私がこんな姿になってしまうなんて、夢がなさすぎる……。

「他の社員の人達は痩せた体型をキープしている……だらけているのは私だけだわ」

　実際、他の社員たちから「よくあんな容姿で広報課にいられるわね」「広報課だからグルメ雑誌の取材を受けたりもするのに、恥ずかしくないのかしら」などと陰口をたたかれ始めているのも知っている。

「ダイエット……しなきゃ」

　呑気に胡坐をかいている場合じゃない。社員としてもだけど、女としても駄目だ……！　ダイエットを決意した私は、その日からダイエットに関する情報を集め、食生活も見直し、体質改善もしなければ……と熱く決意した。

　通勤時には一駅分は必ず歩き、エレベーターは使わず階段を利用する。食事も野菜とタンパク質中心の生活にして、冷たい飲み物、食べ物は極力摂らない。身体も冷やさないように気を付け、浮腫みを排除するために夜はマッサージを行う。

「よし、これだけ守ればちょっとずつでも痩せていくよね」

　スケジュール帳に決めごとを書き綴り、毎朝目を通すようにする。それだけで意識はダイエット中心になるはずだ。

「でも……気になることがあるのよね」

　お風呂を終えた私はパジャマ姿でベッドの上に寝転がり、天井を眺めながらある人の笑顔を思い浮かべた。

「佐久間さくま部長……また来るかな」

　ダイエットを続ける上での悩みの一つである佐久間響ひびきさんは創業者の親戚の甥っ子。二十八歳という若さながら広報部の部長という役職に就いているハイスペックな人。

　さらに眉目秀麗でスタイルも抜群、人当たりも良い。だから、取材をしたいという出版社やテレビ局は後を絶たない。

　そんな人がなぜダイエットを続ける上での悩みなのかと言うと……

「あぁ、考えるだけで憂うつ……」

　明日の朝のことを考えると、またため息が零れる。私は起き上がり、強制的に彼の顔を頭の中から削除した。帰りに買って来た根菜類と葉物野菜で作るダイエットスープを夕食にしようと思い、キッチンへと向かう。

「もう陰口を叩かれないように、頑張って痩せるぞ」

　冷蔵庫を開けて気合いを入れる。もう私の頭の中はダイエットでいっぱいになっていた。
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　翌朝、私はいつもより三十分早く起きて支度を終えた。そのわけは、昨日決めた通り会社の最寄り駅から一つ手前で降り、徒歩で向かうためだ。慣れない道だから地図アプリを使いながら会社へと向かう。会社についた時にはすでにへとへとで汗もしっかりと掻いていた。

「はぁ……疲れた……」

　疲弊した身体をゆっくりと動かしながら、女子更衣室で昨日、典子から渡された新しいサイズの制服に着替える。それを見て、私の隣のロッカーを使っている同じ広報課で、二歳年上の吉井よしいさんがクスッと笑った声が聞こえた。

「やだ、松崎さん。もしかして制服、サイズアップしたの？」

　同じ広報課でも、吉井さんのようにメディアに出たり、取引先と会うことが多い管轄の人は華やかな私服が規定だ。主に事務作業が多い私は制服着用で、そこには陰と陽の明らかな境界線がある。

　そんな境遇の違いのせいもあると思うが、それ以上にあからさまに私を馬鹿にしてくる吉井さんのことが私は少し苦手だった。

「あっ……は、はい……」

「嘘ー。お願いだからそれ以上、横に膨らむのはやめてね。更衣室が狭くなっちゃう」

　吉井さんは緩く巻いたロングヘアーとプリーツスカートを翻し、ヒールの音を鳴らしながら高らかに笑い、去って行った。そこまで言うことないじゃない……と心の中で呟いたけれど、今自分が着ているサイズアップした制服を見て、言われてもしょうがないとも思ってしまう。

　ロッカーを弱々しく閉め、向かうは広報課。エレベーターには乗らず、階段で七階まで上がった。朝も歩いたのでその結果、就業前だというのに、もう足はよたよただ。

「おはよう……ございます」

　覇気のない声で広報課のフロアに入り、挨拶をする。こんな私の前に太陽のように明るく、青空のように爽やかな笑顔で現れたのは、例の佐久間部長だ。

　今日もピシッと決まったネイビーのスリーピースのスーツが似合っていて、見惚れてしまいそうなくらいかっこいい。

「おはよう、松崎。どうした？　もう疲れているのか？」

「あっ、は、はい。ちょっとだけ……」

「そうか。疲れている時は糖分補給をするといい。これを食べてみないか？」

　イケメンの爽やかオーラを纏い、満面の笑みで佐久間部長が私に差し出したのは、今度新商品として販売される抹茶チョコレートがコーティングされた焼き菓子だ。

　葉っぱの形をしていて和を感じさせ、個包装にもなっているから手土産にもちょうどいい。

　いつもならここで「ありがとうございます！」と答えるだろう。でも、今日の私は違う。

「いえ、今日は……いえ、今日からは試食会の時以外、お菓子は遠慮します」

　強い決意で答えると、佐久間部長の顔から笑みは消え、代わりに眉間には皺が寄り、不可解な表情が浮かぶ。

「どうした？　松崎が断るなんて……もしかして具合でも悪いのか？」

「いえ、そうではなくて、私……」

「いつも美味しそうに食べているじゃないか。具合が悪くないのなら、遠慮なんかしないで食べるといい。元気が出ないぞ」

　具合が悪くないとわかると、途端に笑顔が戻り、佐久間部長は私の前にお菓子を差し出す。

　そう、ダイエットをする上での一番の悩みは佐久間部長のこの強引なお菓子攻撃だ。

　なぜか佐久間部長は毎朝、私のもとに来て新作や在庫の調整のためだと言いながら、余ったお菓子を食べさせてくれる。

　そして、食べている私のことを部長はいつもずっと笑顔で眺めてくる。

「ラ・ピュセル」のお菓子が大好きな私にとって、この朝の時間は幸せな時間だった。

　でも、ダイエットを決意した今、いくら部長に食べろと言われても、断固として断らねば……。

「で、でも遠慮します……！」

「そんな悲しいことを言うな。ほら」

　そう言われ、佐久間部長は私の手を取り、手のひらにお菓子を乗せた。手のひらサイズの新作のお菓子は、大好きな抹茶チョコレートがかかった焼き菓子だ。

　朝から薄味の野菜スープしか飲んでいなく、さらに運動をしてきた身体は糖分をめちゃくちゃ欲している。

「うっ……」

「俺も昨日食べたけど、美味かったぞ。また、感想を聞かせてくれ」

　部長はニコニコと微笑みながら、苦い表情の私を見下ろしている。私は（感想を求められたのなら……これは仕事よ）と言い聞かせ、頷いてしまった。

「では……いただきます」

「よかった。そう言ってもらえると、俺も嬉しい」

　本当に嬉しそうに微笑む部長は、私をフロアにある休憩スペースに座らせると、向かい合わせに座って食べ始めた私を眺めている。

　部長に見つめられて食べるお菓子の味。最初は緊張からかわからなかったけれど、毎朝ともなると慣れてしまい、今では美味しく味わっている。

　しかし、女性社員から人気のある部長を独り占めにして、さらにお菓子を貰っているという特別扱いを受けていると思われても仕方がない私。

　陰口を叩かれるのは、こういうところを見られているからだろう。

　でも、佐久間部長に笑顔で強引に勧められたら、受け入れるしかないのが現実だ。

　抹茶チョコレートがたっぷりかかった焼き菓子を一口、がぶりと頬張る。すでに疲労が溜まっていた身体に甘い味覚が一気に浸透し、最大級の幸福感に包まれた。

「お、おいしい～……！」

「そうだろう。もっと持って来てやろうか」

「い、いえ……一つで充分です！」

　私の恍惚とした表情を満面の笑みで見つめ、佐久間部長はもっと焼き菓子を持ってこようとする。さすがにそれはやりすぎだから止めたけれど、私がもっと欲しいと言えばいくらでも持って来てくれるくらいの勢いだ。

　どうして部長は私にお菓子を与えるのが好きなのだろう。それが入社した時からの一番の謎だ。そしてこれこそがダイエットの一番の敵になるのかもしれない。

　運動した後の摂取カロリーってダイエットにはとても重要で、運動で身体がカロリーを要求するから、口にした食べ物の栄養や糖分を必要以上に吸収すると聞く。

　今日、私はこの焼き菓子を食べる前に一駅分歩き、そして階段を上がりいつも以上の運動をこなしてきた。

　ということは、今、いつも以上に糖分を吸収しているんじゃないか……そう考えると、途端にこれが悪魔の食べ物に思えてくる。

「あの！　ご馳走さまでした！　仕事してきます！」

　これ以上ここにいてはだめだ！　という強烈な思いに駆られ、佐久間部長に深く礼をして椅子から立ち上がる、すると、佐久間部長は私の手首をしっかりと掴み、何かを手のひらにポンッと優しく置いた。

「またおやつに食べるといい」

　そう言われ、手渡されたのはストロベリーチョコがたっぷりとかかった一口サイズの焼き菓子だ。また大好きなチョコレート……！　昨日、絶対にやめると心に誓った食べ物の一つがいとも簡単に手に入ってしまった。

　私は引きつった笑顔で佐久間部長にお礼を言う。部長はにっこりと微笑み、その笑顔は砂糖菓子のように甘い。周りの女性社員の冷ややかな視線を浴びながら、私は自分のデスクに向かい、小さなため息を零した。






　私の仕事は広報といっても、社内広報を主に担当している。あとはメディアや雑誌などへの取材のスケジュール調整やメール、電話対応だ。

　今は来月に社内用ＳＮＳで発信する社内広報の題材を何にしようか、同じ社内報を作成している同期の片岡かたおか君と話し合う。

「今回のメインテーマはどうしようか？　そろそろ重役のインタビュー記事でも上げる？」

「そうだなぁ。最近、新しいニュースといえば、新作の焼き菓子があるけど……そういえば松崎、さっき部長からおこぼれ貰ってたよな？　その感想の記事を書いてくれよ。あと、久々に佐久間部長のインタビュー記事でも上げてみるか。女性社員が喜んで見るぞ。それも一緒によろしく」

　片岡君はさっきの私と佐久間部長のやり取りを見ていたのだろう。彼は社内広報に関しては少々手抜きをする傾向にあり、今まで何度も記事の作成やインタビューを私が請け負って完成させたことがある。

　まぁ、私と違い、消費者やマスコミに向けて「ラ・ピュセル」の情報を発信する社外広報の業務も行っているから、私に負担が大きいのは当たり前のこと。

　しかも、今回は新作の感想記事と佐久間部長のインタビューを載せるとのことだから、私一人でやってくれと遠回しに言っているのだろう。

　仕方ないか、と自分に言い聞かせて片岡君に「うん、わかった」と答え、社内広報の打ち合わせは終了した。

　その足で佐久間部長のもとへ、インタビューの時間をいつ取ってもらえるか交渉をしに行く。校正に時間を取りたいから、できれば今日にでもできれば有難いけれど……。

「佐久間部長、すみません。今、お話ししてもよろしいでしょうか？」

　部長はパソコンのディスプレイを真剣に見ており、マウスを操っている指の動きを止める。視線だけこちらに向けた顔は、上目遣いで少しドキリとした。

「どうした？」

「あの、社内報のことで相談がありまして……次の社内報のインタビュー、佐久間部長にお願いをしたいのですが、できればその……今日中にお時間を取ってもらえますでしょうか？」

　インタビューなどで貴重な業務時間を割くわけにもいかず、だいたいは休憩時間や隙間時間に対応してもらっている。だから、嫌がられることもしばしばで、あまりインタビューの交渉は得意じゃない。でも、佐久間部長はにこやかに微笑んでくれ、自身の腕時計を確認した。

「今回は俺を載せてくれるのか。なかなか照れるな」

　佐久間部長ははにかんだ笑顔を見せ、うなじを掻いている。この仕草、ファンの女性社員が見ればきっと悶えてしまうところなのだろう。だけど、その表情はすぐに苦い顔に変わった。

「しかし、せっかく誘ってくれたのは嬉しいんだが、今日はこれからＣＭ会社と打ち合わせで外に出るんだ」

「あっ、そうでしたか……」

「ははっ、そんな悲しそうな顔をするな。もし、松崎がよかったら、帰社してから受けることもできるが……そうなると業務時間を過ぎることになるんだが構わないか？」

「もちろん大丈夫です！」

　一喜一憂する私の顔を見て、佐久間部長は長めの前髪を揺らしながらククッと笑う。目元を細めて笑うその顔には幼さが見え、さっきの真剣な瞳とのギャップに胸が否応にも高鳴る。

「じゃあ、俺が出先から帰って来るまで待っててくれ」

「かしこまりました！」

　インタビューの段取りができて、ホッと胸を撫でおろした。その後、すぐに佐久間部長は出かける準備をして吉井さんと二人でフロアを後にした。

　その姿に、彼の隣にいるのは彼女のような凛として佇まいも美しい女性がお似合いだ、と納得してしまう。

　そんな吉井さんが勝ち誇ったような顔でこちらを見ていたのは、気のせいだと思いたい。

　余計な感情は打ち消して、私は社内報の作成に取り掛かる。

　全体的なレイアウトはデザイナーに依頼して、私がやることは佐久間部長へのインタビューの他に、新商品の感想コラムを作成することだ。

　ライターを雇うのも一つの手だけど、「ラ・ピュセル」のお菓子が大好きな私は、できるだけ自分で執筆をするようにしている。

　誰が見てくれているかわからない。もしかしたら、誰も見てくれていないのかもしれない。だけど、もし誰か一人でも楽しみにしてくれているのなら、一生懸命書く価値はあるもの。

「よし、とりあえず書き出してみよう」

　私はコラムを書く時、まず思いのまま書いてみてそこからいらない箇所があれば削り物足りない表現があれば、言葉を足していく。

　一行目は可愛らしい見た目から……とさっき食べた抹茶チョコレートの焼き菓子を思い出す。

　見た目は深い緑色で落ち着きがあり、幅広い年齢層に受けそうだ。上品な見た目は手土産でも活躍するだろう。

　そして味はたっぷりとかかった濃厚な抹茶チョコレートと、しっとりとした生地が本当に美味しかった……。

　私、軽く五個は食べられるな……なんて考えていると、またお菓子に手が伸びそうになっている自分に気付く。

「だ、駄目よ……ダイエットをするって決めたんだから」

　自分のデスクの引き出しの中に、先ほど佐久間部長からもらったストロベリーチョコの焼き菓子を封印するように入れた。

　でも、コラムを書くためには食べた焼き菓子の味を思い出さなくてはいけない。でも、思い出したらまた食べたくなる。

　あぁ、なんという誘惑のループだろう。でも、これが私の仕事だ。

　コラムを書くと決めたからには、ちゃんとやり遂げなければ。

　その後も、何度も引き出しに手が伸びそうになりながら、何とか我慢をして、どうにか一日が終わった。






　定時になったが、今日はまだ佐久間部長へのインタビューが残っているので帰れない。

　私は自分のデスクで部長の仕事が終わるのを待っている。残っている社員は、佐久間部長と私のみ。

　先ほどまで吉井さんがいたけれど、自分の残業が終わると、すぐに帰ってしまった。

　そんな静寂なフロアで、私は必死にお腹の音と戦っていた。お昼のランチも持参した野菜とたんぱく質ばかりで作ったダイエット弁当だったから、とっくに消化してしまっている。

　お腹空いたなぁ……と天井を見上げて、そんなことばかり考えていた。お腹が空いたと思うから、お腹が空くんだ。

　そうだ、違うことをしよう。気を紛らわして空腹を誤魔化せば、きっと時間もあっという間に過ぎるはず。次に生かせるアイデアはないだろうかと過去の社内報をタブレット端末で読み返すことにした私は、椅子に座り直し、姿勢を正した。

　動くたびに軋む椅子に冷や冷やし、さらにお腹のお肉はスカートのウエストに乗っかっている。空腹なのにこの贅肉はヤバい、本当にヤバい。

　改めて自分の体型に危機感を覚え、今日の夕飯は抜いてみようか、なんてことも考えた。いや、でも、無理な断食は身体に悪いって聞く。

　やはり、今夜も野菜たっぷりの薄味スープを食べるしかないか……食の楽しみがないって辛いな……と盛大なため息をついていたら、誰かが私の肩に優しく手を置いた。

「すまない、待たせたな」

　落ち着いた声で私に語り掛けるのは、仕事を終えた佐久間部長だ。その申し訳なさそうな顔に、慌てて立ち上がり、両手を左右に振る。

「いえ、大丈夫です！　こちらこそお忙しいのにすみません」

「俺こそ大丈夫だ。それより、ずいぶんと待たせてしまったな。待ちくたびれただろう」

「そんなことは……」

「でも、今、大きなため息をついていたのは、待ちくたびれたからじゃないのか？」

　さっきのため息を聞かれ、ぎくりと肩が上がる。それは自分のダイエットに関してのことなのに、佐久間部長を待っているからだと勘違いされてしまった私は、大いに焦った。

「ち、違います、違います！　あの、これはその……わ、私……お腹が空いてまして！」

　空腹のため息だと暴露して、すぐに後悔した。こんないいわけは恥ずかしすぎる。どれだけ食いしん坊なんだと思われても仕方ないもの。

　だけど、佐久間部長は楽しそうに笑い、そして「そうか、悪かったな」と私の頭を撫でてくれた。

「よし、行こうか。松崎、着替えて来い」

「えっ、行くってどこに……インタビューは？」

　部長は私の頭から手を離すと、広報課のフロアから出て行こうとする。

　インタビューはここでするものだとばかり思っていたから、部長の行動に呆気に取られた。フロアから出ようとした部長はこちらを振り返り、満面の笑みを浮かべてこう言った。

「だから、食事をとりながらインタビューをしよう。いいだろう？」

　まさかの部長のお誘いに、目を見開いて驚いてしまう。部長と二人きりで外食……こんな機会、今まで訪れたことがない。

「あぁ、もちろん奢ってやるからな。なにがいい？　焼肉か？　しゃぶしゃぶか？　寿司でもいいぞ。どこでも連れて行ってやる」

　部長が言葉にしたのは、ダイエットを決意してから口にすることを止めようとしたものばかりだ。

　なんって恐ろしい誘惑……しかも、誘ってくれているのは佐久間部長。こんな素晴らしシチュエーション、この先、絶対に訪れることはないだろう。

　でも、ダイエットをするって決めたんだもの。いくら部長の誘いとはいえ、応じるわけにはいかない。

「い、いえ私は……」

「あぁ、そういえばピザの美味い店を教えてもらったばかりなんだ。そうだ、そこにしよう。松崎、ピザは好きか？」

「……大好きです」

「よし、じゃあ行くぞ。いっぱい食えよ」

　佐久間部長は行先が決まると、それは嬉しそうな顔をして手を招いてくれる。そんなことをされたら、断れない……。

　フロアを出た私と佐久間部長は、私は制服から私服に着替えるため更衣室に。部長は着替えを終える私を、会社のエントランスで待っていてくれている。

　私は（ダイエットは明日から……）と小さく呟き、急いで着替えて私を待っている佐久間部長のもとへと向かった。

















第二章












　時間は夜の八時。会社を出て外気を浴びれば、春先の夜風はまだ冷たい。でも、私の体温はどんどんと上昇している。その理由は、佐久間部長と二人きりで外を歩いているからだ。

　まさか私の人生で、こんなに素敵な人と並んで歩く日が来るとは夢にも思わなかった。しかも、彼は輝くような笑顔で私を見つめ、先ほどから無言の時間が発生しないように話題を振ってくれる。その気遣いが嬉しく、緊張もあったけれど、この時間をだんだんと楽しめるようになってきた。

　そんな時、ふいにガラス張りのショーウィンドウに二人の姿が映る。一人はすらっとした体形でスリーピースのスーツが似合う、まるでモデルや芸能人のような出で立ちの佐久間部長。そしてその隣にいるのは、着ぐるみでも被っているような体型の私……しかも今日から一駅分歩くと決めたから、通勤服も動きやすいデニムとスリッポンという最悪の組み合わせだ。

　ショーウィンドウに映ったみっともない現実を見て、咄嗟に俯いてしまう。

「どうした？　具合でも悪いのか？」

　そんな私にすぐに気がついた佐久間部長は私の横顔を覗き込み、距離を詰めてくる。俯いた時にできる二重顎を見られたくなくて、すぐに顔を上げた。

「なんでもありません、大丈夫です」

　多少、引きつってしまったけれど、笑顔は作れたと思う。それでも佐久間部長と並ぶ自分の姿を直視出来なくて、斜め下をずっと見つめていた。

「店はもうすぐみたいなんだ。すまないな、仕事終わりに歩かせてしまって」

「いえ、運動になってちょうどいいです。私、今日から一駅分歩く運動を始めたんです」

　私が疲れて俯いてしまったのかと思ったのか、部長は控えめな声で喋りかけてくれた。

　そして歩くことを始めたことを話すと、驚いた顔をして「そうか、偉いな」と褒めてくれる。

　ピザが美味しいレストランは、会社から徒歩十分のところにあるらしい。

「それにしてもどうして運動を始めたんだ？」

「はい、健康のためになるべく歩こうかと思っているんです」

「そうか、歩くのは健康に一番いいというし、それはいいな」

「はい！」

　元気よく返事をして、偉そうに健康のためにとか言ったけれど、本来の目的はダイエットだ。でも恥ずかしくてその言葉を口に出来ず、笑顔で誤魔化した。

　話をしていくと、佐久間部長も休日は会員制のジムに行き、身体を動かしているらしい。しかも趣味はテニスらしく、小学生の時からずっと続けているとのこと。

　どこまでも爽やかなイメージを貫けるのが素晴らしい。

　そんな話をしているうちに、目的地のレストランに到着した。

　外観は赤レンガ造りで、深い緑の木々がレストランを囲んでいて、海外の田舎の建物を想像させる。小さな看板には「トラットリア　ヴィスキオ」と書かれていて、店内の暖かい橙色の光が窓から漏れていた。

「ここだ。さぁ、いっぱい食えよ」

　佐久間部長がワクワクという表現がピッタリの笑顔で、私を真っ直ぐ見つめている。この瞳からは、どう考えてもたくさん食べてくれと期待されているのがひしひしと伝わってくる。

「が、頑張ります！」

　部長の期待に応えたくてつい笑顔になり、大きな声で返事をしてしまう。そんな私を見て、佐久間部長はほくほくとした顔になり、満足感でいっぱいだ。

　部長は食に関して喜ぶ人を好意的に思う人なのだと思う。だから、朝、私にお菓子をくれた時も綻んだ笑顔を向けてくれたのだろう。

　しかし、ダイエットを始めた私。今日は厚意に甘えて食べさせてもらうけど、やはり人並み以上に食べることは絶対にやめよう。

　部長にエスコートされ店内に入ると、どのテーブルからも窯で焼かれるピザが見え、パリッと焦げ目がついたピザ生地にとろっとろに溶けたチーズが揺れている。それを見ただけで生唾を呑み込んでしまい、空腹を知らせる音がお腹から鳴った。

「いい匂いがするな。インタビューも大事だが、先に飯を食おう」

　店員に二人掛けの木製のテーブルとイスに案内され、部長はネクタイを緩めながら椅子に座る。美味しいご飯と、目の前には最上級のイケメン……なんて贅沢な時間だろう。それでも、今は社内報のインタビューという仕事で来ているんだ。いつまでも浮かれてはいられない。

「松崎は何にする？　まずはビール……といきたいところだが、食事の後はインタビューだったな。酔って変なことを言ってはまずいからやめておくか」

「部長なら大丈夫ですよ。今まで酔っぱらって失敗したことなんてないじゃないですか」

「お前が知らないだけだよ。広報課の飲み会でも松崎はご飯ばっかり食べていて、俺のことなんか見向きもしなかっただろう」

「そ、そうでしたっけ？」

　それは彼の周りにはいつも綺麗に着飾った女性社員たちが群がっていたから、私がそこに参加しても邪魔者扱いされるだけだし、きっと冷めた目で見られる。

　そんな虚しい思いをするくらいなら、いっそおいしい料理を食べようと自分なりの楽しみを飲み会の場で見つけていただけだ。

　料理に没頭していた自分を見られていたことも恥ずかしかったけれど、そんな自分のことを気にかけてくれていたことがほんの少し嬉しい。私は苦笑いを零しながら「すみません」と後頭部を掻きながら謝った。

「今が仕事じゃなかったら、ビールでも頼んで乾杯をしたい気分なんだけどな。松崎、酒は飲めるのか？」

「はい、まぁ人並みに……」

「じゃあ、今度は仕事なしで飲みに行こう。約束だぞ」

　前のめりになられ、約束を交わされる。私はその強引さに圧倒されて瞬きを何回もしながら、つい頷いてしまった。

「よし、決まりだ。今度は寿司にしようか。美味しい店を知っているんだ。楽しみだな」

　口ぶりからすると社交辞令ではなさそうだ。現実になるかもしれない約束に思考がついていかない。

　佐久間部長は本気なの？　本気でこんな私と仕事なしで飲みに行こうとしているのだろうか。

　この現状が信じられなくて、私は視線を泳がせ、メニューで鼻から下を半分隠す。

　佐久間部長は「なんでも好きなものを頼めよ」といつも通りの爽やかな笑顔でオーダーを任せてくれた。

　たくさんある美味しそうなメニューの中で、やはりおススメなのは本格的な窯で焼く出来立てのピザで、メニューにも大きく載っている。

　私はマルゲリータと海鮮がふんだんに使われたピザと野菜スティック、そしてミネストローネを二人分オーダーした。

「それだけでいいのか？　もっと色んな種類のピザを食べていいんだぞ」

「い、いえ。これで充分です。気を遣ってもらってすみません」

「そうか、あぁ、デザートもあるな。あとでそれも食べよう」

　デザート……！　これだけは絶対に断らなければいけない。ただでさえ、ピザというカロリーオーバーの料理を口にしているのに、これ以上は……。

「たくさんあるな。ウチの新商品の参考になるかもしれないし、たくさん頼んで、半分こしようか」

　爽やかな笑顔でさらっと言われた衝撃的な言葉に、私は返す言葉をなくす。部長とデザートを半分こ……！　まるで恋人同士がするような行為に、私は目を丸くして驚いていた。

　それからも、部長のペースで食事の時間は過ぎていき、私は勧められるままピザを堪能し、野菜スティックやミネストローネもしっかりと食べ、さらにはティラミスとレアチーズケーキ、そしてホイップクリームたっぷりのコーヒーゼリーに自家製アップルパイまで部長と半分こして食べてしまった。

　重い後悔が背中に圧し掛かり、俯いてしまう。でも、前を見ればアップルパイを頬張る私を見て、目尻を下げる佐久間部長の顔があり、つられて笑顔になってしまう。

「美味いか？」

「はい！」

「それならよかった」

　さっきからずっとこんな調子だ。食べている私を部長がずっと見ているだけ。それでも楽しそうにしてくれている。

　本当に、変な人だなぁと心から思ってしまう。それでも、彼が笑っている顔はとても魅力的でつられて笑顔になってしまうし、その少年のような無邪気さは母性本能をくすぐるものがある。

「よし、デザートまで食べたし、そろそろ仕事をするとするか。俺としては、会社の話なんかじゃなくて、もっとプライベートなことを話し込みたいけどな」

「すみません、私が社内報担当だから……プライベートな話は、また広報課の飲み会とかでいっぱい話してくださいね。きっと、みんな部長のプライベートな話、すごく聞きたがると思います」

「ハハッ……ダメだ。伝わっていないか」

　そう言うと、部長は眉を下げ、うなじを掻いて軽く笑った後、ため息をついた気がした。私は不機嫌になるようなことを言ってしまったかと不安になったけれど、部長はすぐに表情をもとに戻し、こちらを向く。

「じゃあ、インタビューよろしく。まずはなにから話すんだ？」

「あっ、は、はい。あの、ボイスレコーダーを用意させてください」

　記録に残すため、手のひらサイズのボイスレコーダーを用意して、スイッチをオンにする。録音が開始されたことを確認してから、佐久間部長に用意しておいた質問を次々と聞いていく。

　近々発売される新商品の展開についての考え、向上心のあるチームを率いるのに心掛けていること、求職者に向けて、改めて自社の魅力を伝えてくださいなど、いくつか用意したけれど、部長は全て丁寧に答えてくれた。

　私も聞き落としのないように、録音はしてあるけれど念の為細かくメモを取っていく。三十分ほどですべてのインタビューが終わった。

「ありがとうございました！　これで終わりです」

「あぁ、ありがとう。久しぶりにこんなに会社のことを考えて喋ったな。いい刺激になったよ」

　佐久間部長はコーヒーを一口飲むと、ホッとした表情を浮かべた。

　私も一仕事を終えて、今は達成感でいっぱいだ。そんな私を佐久間部長は前のめりになって見つめながら、口を開いた。

「松崎は聞き上手だが喋りもうまいことだし、今度はインタビューされる側に回ったらどうだ？」

「そんな！　私なんか誰も見たくありませんよ」

「そうか？　松崎に魅力を感じている人間は必ずいると思うぞ」

　ムッと怪訝な顔をして、佐久間部長は椅子の背もたれに上半身を預け、両腕を組む。私は首を横に振り、否定のジェスチャーをした。

「それはあり得ません。だって、私はこんな外見なので……だから広報課にいるのに、仕事は全部事務関係ばかりです。打ち合わせやメディアの取材も全て他の女性社員が行ってくれてますし……でもそれは仕方ないとは思ってます。女性として魅力がないのはわかっているので」

「そんなことはない。卑屈になるな。お前は今のままでも充分魅力的な女性じゃないか」

　部長は情けない言葉をはく私を慰め、強く励ましてくれる。これは上司の一人として励ましてくれているのだろう。そうだとわかっていても、部長の気遣いは素直に嬉しかった。

　その言葉に、思わずダイエットのことを部長に話してみようという決心がついた。

「いえ、全然です。だから私、このままだと広報課から左遷されかねないですし、何より自分のためにダイエットを始めたんです。少しでも痩せて綺麗になれば、もっとラ・ピュセルのためにできることが増えるんじゃないかなって」

「それは駄目だ！」

　先ほどよりも強い口調で言われ、驚愕して身体が固まってしまう。そんな私を気にすることなく、佐久間部長は椅子から立ち上がり、また前のめりになって私との距離を詰めた。部長がテーブルに両手をついた振動で空になったコーヒーカップとデザートが乗っていたお皿が揺れ、音を鳴らす。

「俺は……俺はお前のような体型の女性が一番好みなんだ！」

　そして、他のお客さんがいるのにも関わらず、あり得ないことを話し出す。

　私は目を最大限まで見開き、声を震わせてしまう。

「はっ……へっ……な、なに、を……言って……」

「なぜ、ダイエットなんて始めたんだ。お前はそのままで充分、可愛いじゃないか。なにが不満だ？　健康診断でどこか引っかかったのか？」

「い、いいえ……」

　会社の健康診断では体重の増加以外、今まで一度も引っかかったことはない。

　だから一応健康体なのだけれど、今後のことを考えると絶対に痩せた方がいいし、何より私がこのままでは女として嫌だ。

　だけど、今部長は「そのままで充分、可愛い」と耳を疑う発言をした。それが信じられない。だけど、部長の瞳は真剣そのもので彼が言ったことは現実なのだと思い知らされる。

「それなら、そのままでいいじゃないか。もうここまで自分の想いを曝け出してしまったから気持ちを誤魔化さないが、俺は松崎の体型が本当に好みなんだ。嘘じゃない、本当にずっと好きだった」

　キラキラと輝いた目で私を見つめ、そして驚愕の言葉を発した。焦った私は勢いよく立ち上がり、部長から距離を取る。

「な、何を言っているんですか！　私を励まそうとしてくれるのは嬉しいですが、それは言い過ぎです！」

「言い過ぎじゃない。事実を言ったまでだ。俺はお前のような女性が好きだ。好みなんだ」

　直球で好意を曝け出され、これは絶対に夢だと信じたい私。だって、信じられない。信じられるだろうか。あの佐久間部長が、私のことを好みだ、好きだと言っているのだ。こんな都合のいいフィクションみたいな出来事は夢としか思えない。

　こんな私達二人のやりとりは穏やかな店内では異様に目立ってしまい、客だけでなく店員までもこちらを興味深く見ている。

「……ちょっと目立ってしまったな。外に出ようか」

「は、はい。そうですね」

　佐久間部長に促され、外に先に出る。部長は会計を素早く終えると、外で待っていた私のもとにやってきた。

「すみません、ごちそうさまでした」

　頭を下げ、お礼を言うと優しく頭頂部をポンッと撫でられる。

「頭なんて下げるな。俺の中で、好意を寄せる相手に尽くすのは当たり前のことなんだから」

　ぶわっと熱が顔に集まり、顔を上げたくても上げられない。きっと私、今顔が真っ赤に染まっている……！　やはり部長は本気で私のことをそういう対象として見てくれているのだ。

「イ、インタビューもお疲れ様でした……作成を終えたら、またチェックをお願いします」

「あぁ、わかった。なぁ、松崎。せっかく勇気を出して本音を言ったんだ。ここで俺の気持ちを流す行為はやめてくれないか？」

　社内報の話をして仕事中の雰囲気に持って行こうとしたけれど、佐久間部長にもとに戻されてしまう。私は心臓が爆発するくらいうるさく鳴るのを感じながら、ゆっくりと顔を上げた。

「ど、どうして私……なんか」

　むちっとしている二の腕を手で擦り、彼の想いの強さに構えてしまう。そんな私を見て、佐久間部長はふわっと柔らかい笑みを浮かべている。その笑顔を直視出来ずに、つい顔を下げてしまう。

　人通りが少ない暗い裏通りを、店から漏れる僅かな明かりがぽつぽつと照らしている。

　私の足元を照らす明かりに彼の革靴が入り込み、すぐそばまで近づいて来たのだと気付いた。

　恐々と顔を上げ、震えながら佐久間部長を見つめる。はにかんだ顔は、職場では絶対に見られない顔だ。それを私にだけ見せてくれている。

　それが好意によるものだと、恋愛経験があまりない私でもすぐにわかった。

「何度も言っているだろう。俺は、お前のことが好きなんだ。全てが好きだ。そのふっくらとした顔も、体型も、この柔らかそうな手も足も、全てが好みだ。ラ・ピュセルの商品を誰よりも美味そうに食べる松崎が可愛くて仕方ないんだ」

　熱い気持ちを告げられ、呆然と彼を見上げる。でも、ちょっと待って。

　さっきから部長は、私の性格については一切触れず、私の体型のことだけを言っている？

　伝えてくれた言葉の数々を思い出すけれど、やっぱり「体型が好き」という言葉を一番多く貰っている気がする。

「体型……ですか」

「あぁ、そうだ。最高だ」

　恍惚とした表情で、部長は私を下から上まで眺め、見つめている。もしかして、部長ってぽっちゃり好き……?!　だから、広報課でも痩せて綺麗な女性社員たちには見向きもせず、ぽっちゃりしている私が好きなの？

　はしたない言い方をすれば、私の身体が目当てなのだろうか。本心を聞きたいけれど、このむっちりとした身体が目当てなの？　なんて図々しいことを聞けるわけがなく、無言になってしまう。

「驚かせてすまない。こんな形で想いを告げる気はなかったんだ。ただ、松崎がいきなりダイエットなんて始めるというから、それを止めたくて必死になってしまった。俺好みの体型のお前が痩せていくなんて、見ていられなかったんだ」

　この言葉を聞き、やっぱり私の身体が目当てだったんじゃないか！　と疑問が確信に変わった。そういう理由なら、私は部長の想いに応えることはできない。だって、ぽっちゃりなら誰でもいいってことだもの。

「部長の想いは……私が痩せたら見向きもしなくなるってことですか？」

　我慢できなくて、とうとう想いを口に出してしまった。私の震える声を聞き、佐久間部長は私の両肩を思い切り掴む。

「それはない！　たしかにお前の体型が理想だ。だけど、それだけということは絶対にない。俺はお前の笑顔にも惚れている、これは嘘じゃない。一日一回は松崎の明るい笑顔が見たいんだ」

「えっ……」

　平々凡々だと思っていた自分の笑顔。でも、それを部長が気に入っていると言ってくれている。部長は少ししゃがんで、呆気に取られている私の顔と視線を合わせ、恥ずかしそうにしながら続きを語り出す。

「だから……何かと理由をつけて、毎朝お前に会いに行っている。松崎の笑顔を見ると、元気が出て幸せな気持ちになれるんだ。それに……お前の美味しいものを食べている時の顔が、一番可愛くて好きだ」

「かわい……」
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　男性に可愛いなんて言われたのはいつぶりだろう。もう思い出すのも大変なくらい昔のことだ。だけど、部長はサラッと伝えてくれる。その上、私の笑顔を見ると幸せな気持ちになるという。その想いは、恋心と例えられても不思議ではないだろう。

　でも……本当にこんな人が私のことを？　と疑心暗鬼になっている自分もいる。他に理想の容姿と内面の人が現れたら、すぐに心変わりをするんじゃないと疑ってしまう。

　そのネガティブな感情が、佐久間部長には簡単に伝わったのだろう。部長は一つため息をつくと、同じ目線だった顔は離れ、私の肩を掴んでいた手もスッと離れた。

「……まぁ、いきなりこんなことを言われて受け入れてくれっていう方が無理だな。だから、俺にチャンスをくれないか？」

「チャンス……ですか？」

「あぁ、松崎に俺の気持ちは本物だとわかってもらうために、お試し期間をくれないか？　その間はずっと俺のそばにいて、俺がどれだけお前に惚れこんでいるかその目で確かめてほしい」

「お試し……期間？」

　それってつまり、私が部長を試すってこと？　ハイスペック上司相手に、平社員の私がそんな大それたことをしてしまっていいのだろうか！

「そ、それはさすがに恐れ多いというか……！」

「松崎のその謙虚なところもすごく好きだぞ。だが、今はどうかそんな気持ちはなくして俺を受け入れてほしい。そして、その目で確かめてほしい」

　部長は私の頬に手を添えると、指で私の瞼を撫でる。そのこそばゆさと熱に、両眼をキュッと瞑ってしまう。

「フッ、可愛い」

　そしてまた褒められ、例えようのないむずがゆさに全身を支配される。

　もし、お試し期間を設けたら、こんな時間がいつでも訪れるのだろうか。

　私、正気を保てるのかな。

「松崎、返事を聞かせてくれ」

　熱のこもった真剣な声が耳に届く。その声から、彼の本気が伝わってきて気づけばあっさりと否定的な感情は消えていて、自然と頷いていた。

「ありがとう。ははっ、柄にもなく必死になってしまったな。でも、それだけ本気だということを今日はわかってくれたら嬉しい」

「ありがとう……ございます」

　正直、これだけ想いを真っ直ぐに伝えられた今でもまだ実感が湧かず、覚めない夢を見ているみたい。

　でも、私の頬を包むこの手の温もりと大きさは間違いなく現実で、はにかんだ笑顔を見せている彼は佐久間部長本人で……

　それでもこの出来事を現実だと実感できるようになるには、まだまだ時間がかかる……そんな気がしていた。

















第三章












　佐久間部長から想いを告げられた日から一週間が経った。部長は、その日の夜から私に眠る前のおやすみの挨拶と、朝起きたときのおはようの挨拶をメールで必ず送ってくれるようになった。

　そこには【無理に返信しなくていい。俺がやりたくてやっていることだから気にするな】と気遣いの一言も添えられていて、そのおかげでやり取りにプレッシャーがかからなくなった私は、気楽に返事を返せていた。

　そして会社に着けばもう日課となっている、部長との朝のおやつの時間が待っている。

　以前と少し変わったのが、部長が用意してくれるお菓子の種類が変わったことだ。

　今までは濃厚なクリームが入ったシュークリーム系の洋菓子や、どっしりと重い餡がはいったお饅頭など高カロリーなものが中心だった。だけど、告白の翌日から部長が用意してくれたおやつはゼリーや果実入りの寒天など、低カロリーのものばかり。

　これは私のダイエットへの決意を汲んでくれた結果なのかな。

　そうまでして、おやつの時間を確保しようとする部長の行動に、ちょっとした笑いと、彼のことを可愛らしいと思う気持ちが込み上がってくる。

「部長は私と違って激務でしょうし、ここまでして用意してくれなくてもいいですよ」

　今日は苺が丸ごと入ったゼリーを私にくれた。そんな彼と向かい合って朝の短い時間を二人で過ごす。

　いつも思っていたけれど、部長は私より先に出社して、私よりあとに帰ることが多いから私よりずっと疲れているはず。いくら新商品の感想を求めるためとはいえ、こうして時間を割いてもらうのは申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　そんな私の言葉を軽く笑い、佐久間部長は首を左右に振った。

「無理をしているなら、こんなこととっくにやめているさ。何度も言っているが、俺は松崎の美味しいものを食べている時の笑顔が見たいだけなんだ」

　もうこれを何回聞いただろう。そして、何回聞いても慣れず、照れくさくて堪らない。私は誰かに聞かれていないだろうかと辺りを見渡す。

　すると、こちらを見ている吉井さんと視線がぶつかった。

　彼女は多分食に興味がなく、新商品の試作品が出来上がっても必要以上に口にしようとしない。だから、私が佐久間部長からこうしてお菓子を貰っていても羨ましがられることはないけれど、きっとバクバク食べる姿を見て嫌悪感を抱いているだろう。

　だって、今みたいに食べている姿をよく見られているもの。

　私は視線が合った吉井さんに軽く会釈をしたあと視線を部長に戻した。

　部長はキラキラとした笑顔で私を見つめていた。

「……今日も美味しいです。ありがとうございます」

「そう言ってもらえて嬉しいぞ」

　部長、本当に私の食べている姿が好きなんだな……恥ずかしいような嬉しいような、少し複雑な気持ちだ。

　その時間が終わると今日も始業ベルと同時に自分のデスクにつき、社内報の最後の調整に取り掛かる。

　まず私が作成した佐久間部長のインタビュー記事はこの一週間で出来上がり、その後委託業者に校正を依頼し、戻ってきた記事をさらに形にしてから佐久間部長自身に最後、チェックをしてもらう。

　インタビュー記事をプリントアウトして部長のもとに持って行くと、ちょうど外出する予定だったのか、佐久間部長はジャケットを羽織り、ビジネスバッグを手に持っていた。

「あっ、外出ですか？」

「あぁ、今から本店で行われるタウン誌の取材と撮影に立ちあうんだ。それ、急ぎか？」

　それと言いながら、部長は私が手にしているインタビュー記事に視線を移動させる。私は両手でしっかりと持ちながら首を横に振った。

「いえ、完成原稿をチェックしてほしかっただけなので、大丈夫です」

「そうか、それなら移動時間にできるか……そうだ、松崎。お前も一緒に来い」

「えっ……」

　私を同行させるという部長の発言に、吉井さんを始め、周りの女性社員たちがざわつく。今まで取材や撮影に同行させるのは吉井さん、と暗黙の了解で決まっていたからだ。それが、今日は部長一人での外出の予定だったとはいえ、私に声がかかった。これには私も吉井さんも驚きを隠せない。

「移動しながらチェックをする。それにお前もたまには外の取材についてこい。事務作業ばかりが広報課の仕事じゃないぞ」

「そ、そうですが……」

「わかっているなら、用意をしろ。これ以上は待てないぞ」

「しょ、少々お待ちください……！」

　急かされてしまい、悩む時間など全くないまま自分のデスクに戻る。

　あぁ、背中には吉井さんの強い視線がチクチクと刺さる。これ、絶対に睨まれている……！

　後ろめたい気持ちはあったけれど、やっと見てみたかった現場をこの目で見ることができる。でも、ふと自分の姿に不安を覚える。

　まさか外に出るとは思っていなかったからいつも通り制服姿なのだけど、これでも大丈夫なのだろうかと悩んでいたら、私のデスクにベージュのトレンチコートと海外の高級ブランドのスカーフが投げるように置かれた。

「これ、使ったら」

　そう言われ、声のする方に振り返ると、不機嫌を露わにした吉井さんが立っている。

「勘違いしないでね。部長があんたを連れて行くっていうから、貸すだけよ。だって、そんなダサい制服で現場に行かれたら私たちの評判が落ちるの。ちょっとは華やかに着飾りなさい」

　言葉はとげとげしいけど、吉井さんの行動は今の私にとっては何よりも救いの手だった。私は両手を合わせて拝む勢いでお礼を言う。

「ありがとう！　ありがとうございます！　お借りします！」

「いいから早く用意して。部長が待ってる」

「はい！」

　元気よく返事をして、吉井さんのトレンチコートに袖を通す。

　その瞬間、自分が人よりもふくよかな体型だということを改めて実感させられた。

　腕が……きつくて苦しい……佐久間部長にはダイエットなんてするなと言われていたけれど、決心をした日から運動も食事制限も欠かさず行っているから、以前よりはむくみが取れ、細くなったと思う。

　だけど、吉井さんのほっそりとしたサイズ感のトレンチコートは、少し細くなったと思っていた今の私の体型よりもずっと細くて、羽織るだけで精一杯だ。

「ふうん。少しはマシに見えるじゃない」

「えっ……？」

「は、話はいいから早く行きなさい」

「は、はい。ありがとうございます！」

　きついのを我慢して何とか袖を通し、スカーフは首に巻き、少しでも上品に見せる。

　幸い、「ラ・ピュセル」の制服はシンプルな黒のベストとひざ丈スカーフと白ブラウスで、スカーフを巻けば一見、ホテルスタッフのように見える。

　この姿ならスーツ姿の部長の隣を歩いても恥ずかしくない。私はもう一度吉井さんに頭を下げてお礼を言ってからインタビュー記事の原稿を自分の鞄に入れ、待ってくれている佐久間部長のもとに向かった。

「コートとスカーフを借りたのか？　似合うじゃないか」

「ありがとうございます。吉井さんには感謝です」

「あいつは広報の仕事が好きでプライドを持ってやっているからな。広報課のためなら何だって協力してくれるさ」

　フロアを出て、すぐにエレベーターに乗り込む。無人のエレベーターには、私と部長の靴音だけが響き、操作盤で一階を押したら、部長が吉井さんのことを語り出した。

　普段から嫌味を言われているせいか彼女にはあまりいいイメージはなかった。だけど、こうして手助けをしてくれるところを見ると、仕事への強い熱意は本物なのだろうと思った。「ラ・ピュセル」の広報課のイメージダウンに繋がるようなことは絶対に避けたいのだろう。

　ただ、華やかな恰好をして、佐久間部長の付き添いで現場に向かっているだけじゃなかったんだ。安易に容姿で判断して色眼鏡で見ていたのだから、私も彼女と同類だ。

「吉井さん、現場の仕事を頑張っているんですね」

「まぁな。仕事には情熱がある奴だ。そこは認めているが、他人に対しての言動があまり良くないのは評価できない」

　そう言い、佐久間部長が私の方をチラッと見る。もの言いたげなその視線は、私が常日頃吉井さんから体型について嫌味を言われていることを知っているからこそのものだろうか。

「吉井さんは自己管理ができていて、ちゃんと綺麗にしていますから……」

「常々、注意はしているんだが、なかなかあの口調は直らないな。松崎も嫌な思いをしているだろう」

「えっ……」

　やっぱり佐久間部長は私が吉井さんから体型についての嫌味を言われていることに気付いていたんだ。

　しかも、それを吉井さん本人に注意してくれているという。寝耳に水の話に、操作盤の前に立っていた私は、勢いよく後ろにいた部長に向き直った。

「だ、大丈夫です。言われて当然ですし……」

「嫌なことを言われて当然なんてあるものか。俺なら吉井にきつく注意できる。もっと頼ってくれ」

　私を見つめる佐久間部長の目は、心配そうだ。でも、これはやはり私と吉井さんの問題。これ以上、佐久間部長を巻き込むわけにはいかない。

「いえ、体型のことは自己責任です。それに、吉井さんみたいな人を見返すためにもダイエットをするんです」

「そんなに張り切っていたら、いつか我慢が爆発して反動がくるぞ」

「ス、ストレスをためないように頑張ります……」

　もっともなことを言われ、言い淀みながら返事をする。そんな私を見て吹き出した佐久間部長が私の頭に手を置き、顔を近付けてきた。

「それなら、気分転換に今週の日曜日にでもデートをしないか？」

「デート……！」

「一週間前に言っただろう。お試し期間をくれと。そうだな、今日を含めて二週間でどうだ？　お前の二週間を俺にくれ。その間に決めてくれたら嬉しい」

　さっきまで私と吉井さんのことを心配してくれていると思ったら、いきなり恋愛の方面に話が変わってしまい、思考回路が追いついていかない。

　そんな私に気付いたのだろう。部長は「もっと軽く受け止めてくれたらいいさ」と爽やかに言い放った。

　デートなんて何を着て行ったらいいの？　こんなハイスペックなイケメンと二人で一日並んで歩くなんて無理……！　それより、デートなんてここ数年してこなかったから、そもそも何をしたらいいのかわからない……！

　その後の仕事中も、せっかく取材や撮影の現場に立ち会えたというのに、日曜日のデートのことばかり考えてしまい、あまり集中出来なかった。

　佐久間部長は上機嫌に現場をチェックしながら、インタビュー記事にも目を通してくれている。

「うまくまとめてくれたな。ありがとう」

「い、いえ……」

「これで今度の日曜日は仕事抜きで食事に行けるな。俺は嬉しいぞ」

「は、はい……」

　撮影中だというのに、耳の近くでそう囁いた部長の声は、低いトーンで艶っぽい。私の体温は勝手に上昇して、のぼせないようにするのに精一杯だ。

　だめだ、自分では処理しきれない。そう悟った私は、その日の夜に同期であり友人でもある典子に助けを求め、電話をした。






　まずはダイエットを始めたことを報告した。以前、トイレで制服のボタンが外れてしまった時、対応してくれたのが典子だったから、ダイエットには大賛成してくれた。

『健康と美容のためにも絶対にやった方がいいと思う！　空腹になった時はとりあえず睡眠をとるんだよ。空腹を忘れられるし、お肌にもいいし一石二鳥だよ！』とアドバイスをくれた。

『茜は顔のパーツも悪くないし、身長だってちょうどいいくらいなんだから、あとほんの少しだけ体重を落としたら、絶対に可愛くなるよ！　今のままでも充分気持ちよさそうで可愛いけど、もっと可愛くなれると思う』

　そんなフォローをされ、気を遣ってもらって申し訳ない気持ちと、典子が言った『気持ちよさそう』という言葉に反応してしまう。

　佐久間部長も私に対してこんな印象を抱いているのだろうか。だから、藁にも縋る思いで典子に聞いてしまった。

「ねぇ、男の人のぽっちゃり好きってどれくらいの体型をそう言うのかな？」

　私が男性に関する質問を典子にするのは初めてだ。だから、スマホの向こうの彼女は驚きすぎて声を失っていた。

「変なことを聞いてごめん。あの、ちょっと気になって」

『い、いやいや。全然いいよ！　むしろそういう話したい！　でもどうしたの？　今まで仕事の愚痴とかは言っていたけど、恋愛話はあんまり興味なさそうだったのに』

「う、うん……あのね、実は……」

　とうとう本題の、佐久間部長から告白をされ、お試し期間としてデートに出かけることを典子に話した。でも、相手が誰かとは言わず、会社の人、と濁しておいた。

　佐久間部長のことを考えるといくら友人の典子とはいえ、自分の恋愛話を知らないところで話されるのは嫌だろうと思ったから。

『えー！　茜ってばそんなことになっていたの?!　しかもダイエットをしなくていいなんて、なんていい人なの……！　そのままの茜を好きになってくれたってことだよね』

「そ、そうなるの……かな」

『よかったじゃない。運命の人が現れて！　大人になってから一目ぼれで付き合うなんてなかなかないよ？』

　興奮した典子からの言葉の数々に、熱が集まり変な汗が出てきた。私は電話をしながら脚痩せのために足踏みをしていた足を止め、しゃがんで自分を落ち着かせる。

「一目ぼれは言いすぎだと思うけど。それに彼は私の見た目が一番気に入っているようなの。それってどうなのかな……」

『うーん……たしかに気になるよね。じゃあさ、茜からも言ってみたら？　このお試し期間で私の中身も見てください。そしてそれでもまだ好きならお付き合いしますって』

「お互いのお試し期間にするってこと？」

『そうそう。それなら、茜も納得して付き合えるし、やっぱりやめたって言いやすいじゃない？　どう？』

　私が一方的に決めるのではなく、向こうにも私の内面を見てもらえる時間を持ってもらう。付き合ってから彼をがっかりさせたくない私にとって、今のうちに自分を知ってもらうことはとてもいいアイデアと言える。

「それ……いいかも」

『でしょ？　私、いいこと言ったよね！』

「ふふっ。典子、ありがと。ちょっと気持ちがラクになったかも。今度、結果報告も兼ねてご飯を奢るね」

『やった！　でも、ダイエットをしているのなら、お酒はなしのところに行こうね。報告、楽しみにしてるわ！』

　楽し気に話す典子に「うん！　もちろん」と返事をして、通話を終えた。

　佐久間部長には私の外見だけじゃなく中身も好きになってほしい。彼は外見だけで人を判断する人じゃないと思う。

　だけど、プライベートな関係になり、こんなはずじゃなかったと思われたら……正直ショックは大きいだろう。

　中身も含めて私を恋愛対象として見て選んでくれたら……。そんな夢みたいな出来事、この先一生訪れることはないだろう。だからこそ、私は佐久間部長と恋愛をしてみたい。

　そのためにはもっと自分に自信を持てるように努力しなくては……。改めてダイエットを誓い、止めていた足を上下に動かして足踏み運動を再開させた。






　約束通り佐久間部長とデートをする日曜日になった。

　この日も朝からランニングで五キロ走り、そのあと汗を流すためにシャワーを浴びる。最初は辛かったランニングだが、二週間も続けていれば身体は慣れてきて苦じゃなくなってきた。

　姿見で全身を見れば、一回り細くなった気がする。減った体重は三キロほどだが、見た目はもっとサイズダウンしているように見える。

「もともとむくみが酷かったのよね。だから、実際の体重以上の体型に見えていたんだわ」

　水分も極力冷たい水は止めて、常温の水やお茶、お腹が空いた時は炭酸水にしている。

　ダイエットメニューのレパートリーも増え、毎日の食事も自炊をするようになった。自分としては努力が結果となって表れて、それが自信にも繋がってきている。

　吉井さんや典子みたいに細身の体型とまでは言えなくても、以前よりかずっとマシになった。

「まだまだ、頑張らなくちゃ」

　姿見に映る自分に発破をかけ、カーブができたウエストに手を当てる。そんなことをしていると身支度をしなければいけない時間になり、急いでクローゼットの中から服を取り出した。

　今日の服は、典子と会社帰りに買いに行ったパールベージュのひざ丈のワンピースだ。可愛すぎず、大人っぽすぎず、二十五歳の私にちょうどいいと思い購入した。ワンサイズ下がったうえに、新しい服も着ることができてとても気分がいい。佐久間部長とのデートということで、どうしてもいつも以上に浮かれてしまう。

「昨日、映画に行こうって約束したんだよね。その後、お茶をしてショッピング……」

　デートの内容は、昨夜連絡を取り合って二人で決めた。

　映画は私のリクエスト、その後のお茶とショッピングは佐久間部長のリクエストだ。本当に彼とデートに行くんだ……という緊張と楽しみがだんだんと私の中で膨らみ、今にも胸の中はパンクしそう！

　デート自体が楽しみなのか、彼と一緒に一日過ごせることが楽しみなのか……それを考えだしたら自分の気持ちがはっきりしてしまいそうで、恐くて蓋をしてしまう。

　今はお試し期間、浮かれた気分で行っちゃダメ。そんなことをグルグルと考えているうちに家を出る時間が迫ってきて、慌てて身支度を始めた。

　メイクもヘアセットも昨夜のうちに予習をしておいたから無事に出来上がり鞄の中身も完璧だ。姿見で最終チェックをした後、私は緊張を落ち着かせるために大きく深呼吸をする。

「よし、行こう」

　グッと手に力を入れてチェーンバッグを持ち、ショートブーツを履く。ネイビーのトレンチコートを羽織って家を出るとソフトクリームみたいな雲が浮かぶ青空が広がっていた。

「……食べたいな」

　ダイエットを決意してから甘いものを制限しているせいか、普通の雲がソフトクリームに見えてしまう。生唾を呑み込んでから頭をブンブンと左右に振り、待ち合わせ場所の最寄り駅のロータリーへと向かう。

　タクシーが数台並んでいるロータリーで一台の黒の国産車を見つけた。佐久間部長が言っていた車種と合致している。

　あれがそうだろうか？　車に詳しくない私は目を凝らして車内を見つめながら、その車に近寄る。すると、私の存在に気付いた運転席に座っていた人がドアを開けて出てきた。

　その人物はラフな私服姿の佐久間部長だった。

「松崎、こっちだ」

「お、お待たせしました」

　佐久間部長は、白のカットソーに黒のストレートパンツを合わせていて、その上にグレーのロングコートを羽織っている。その爽やかな出で立ちに、目が釘付けになってしまいそうになり、恥ずかしくて下を向いてしまった。

　佐久間部長はそんな私をジッと見つめてくる。

「制服姿ではあんまり気付かなかったが……私服を見たら、松崎痩せたな。一瞬、違う人が来たのかと思ってドキッとしたぞ」

「ほ、本当ですか？」

「あぁ、綺麗に痩せたじゃないか。この短い期間で凄いな」

　両腕を組んで視線を上下に移動させて、私の姿を凝視する佐久間部長は本当に感心しているのか、何度も頷いて「凄い凄い」と褒めてくれる。私は努力が実ったことに喜びを隠しきれなくて、ついはしゃいだ声を出してしまった。

「ありがとうございます！　まだまだ頑張ります！」

「うーん、これ以上痩せられるとちょっと寂しいな。俺は今のままでも充分可愛いと思うぞ」

　部長の甘い言葉に、自然と顔に熱が集まり、無言になってしまう。その空気を読んでくれたのか、部長はすぐに車に乗るよう促してくれて二人の初デートは始まった。

　部長はとても安全運転で、乗り心地もよく、そのおかげでリラックスできてさっきの緊張は徐々にほぐれ、会話もなんとか弾むようになっていった。

　会社から離れた映画館へと車は到着した。会社から離れた場所に来たのは、社内の人と偶然でも会うことを避けるため。今はまだお試し期間だから、見つかってしまい、変な噂が流れると佐久間部長の評価へと繋がってしまう。だから、私はわざと会社から遠い映画館を選んだ。

「この映画館で観るのは初めてだな。松崎は来たことはあるのか？」

　車を映画館のパーキングに停めながら。部長は私に質問をする。私は首を横に振って答えた。

「いえ、初めてです。だから、ちょっと緊張しています」

「そうか。じゃあここは二人で来た初めての映画館なんだな。何だかさっそく思い出ができて嬉しいな」

　朗らかな笑顔で部長は嬉しそうに言うと、「なっ」と私に同意を求めてくる。私は驚いて瞬きを何回もしてしまった。

「そ、そうです……ね」

「ハハッ。そのリアクション、初々しくていいな。さっ、行こうか。映画が始まってしまう」

　エスコート慣れしている部長に頭を撫でられた後、シートベルトを外され、近い距離にある部長の顔に心臓が爆発しそうなくらい大きく鳴っている。彼が動くたびにエスニックな香りが漂い、それが男性ものの香水の香りだとすぐに気付いた。

　部長、プライベートだったら香水もつけるんだ。いつも、柔軟剤みたいな清潔な香りしかしないのに。今日は彼にとって特別な日だと考えて行動してくれていると思ってもいいかな。そんな浮かれた気分のまま、部長の大きな手で私の手は包まれて、そのまま二人で手を繋いで映画館へと入った。

　映画は佐久間部長にも楽しんでもらえるようにと、最近一番流行っているＳＦ映画を選んだ。前評判の通り、ストーリーは面白く、人間関係が複雑な内容だけれど、コメディ要素もあり、老若男女問わず楽しめる映画になっていた。グラフィックもかなり綺麗で、あまりの美しさに惚けてしまうくらい。

　約二時間半の上映時間はあっという間で、気付いたらエンドロールが流れていた。それは部長も一緒だったのか、終わった瞬間すぐに「面白かったな。あっという間だった」と同じ感想を言っていた。同じ感覚を共有できる人って貴重だな。そんなことを思い「私も同じことを思ってました」と素直に答えた。

「映画の感想で共感できるのは、人付き合いにおいてすごく重要らしいぞ。それなら、俺達は合格だな」

　そう言って座席から立つ部長は満足気だった。

　私はたしかにそうかも……と納得してしまい、照れくささを感じながら同じように席から立ち上がる。

「そ、そうですね……あの、これからどうしましょうか」

「この近くに最近人気のカフェがあるんだ。よかったら行ってみないか？」

「はい、ぜひ」

「じゃあ行こう」

　映画に見入っていたから口の中はカラカラで、喉を潤したい気分だったからこの提案は嬉しかった。しかも、部長はすぐに入れるように予約をしてくれていたみたいで、スムーズに席に着くことができ、おススメのラテアートが施されたカフェラテが運ばれてくる。

「わぁ！　可愛い！」

　スチームミルクの泡で作られた立体的な猫が、こちらにウィンクをした可愛い表情でひょっこりとカップから顔を覗かせている。

　ここのカフェの目玉はこの繊細な可愛らしいラテアートらしく、資格をもつバリスタが一つ一つ丁寧に作ってくれるらしい。

「ただ単純に美味いものを食べるのもいいけど、たまには視覚から楽しむのもいいだろう」

　はしゃいでいる私を見て、佐久間部長は笑っていた。カフェラテだから砂糖を入れない限り、カロリーもそんなに気にしなくていいし、何より可愛らしいものを見ると自然とテンションも上がってくる。

「本当に可愛いですね！　私、感激しました」

「喜んでもらってよかった。そうだ、せっかくだからその猫がデザインされているコーヒーカップやプレートを買って帰ろうか。辛い食事制限も好みの食器で食べたら、幾分かストレスも緩和されるだろ」

　部長はそう言いながら、カップに口をつけてコーヒーを一口飲む。彼なりに私のダイエットを応援してくれていることを感じ、感謝の気持ちが溢れてきた。

「部長……ありがとうございます。私、もっと痩せられるように頑張りますね！」

「だから、俺は今のままでも充分可愛いと思っているって言ってるだろう。ただ、松崎が頑張っていることを止めたくないから応援しているだけだ。言っておくが、少しでも健康に害を及ぼすようなことがあれば、即刻中止にするぞ」

「そ、それはもちろん……職場にも迷惑がかかりますから」

「わかっていればいい。まぁ、俺はただお前が心配なだけだが。ダイエットの話になる度に思うが、その体型のどこに不満があるっていうんだ。最高にいいじゃないか」

　部長は不満げに私を見ると、ジッと私の身体を凝視する。まだふくよかさが残るウエスト周りは座っているとぽっこりと膨らむから、慌てて両腕で隠した。

「わ、私が嫌なんです……今の自分が」

「好きになれないのか？」

　佐久間部長にハッキリと言われ、私は激しく頷いた。

「今までこの自分に目を背けて甘えていた自分が嫌だから、変わりたいんです。だから、こんな私でも変われるんだってことを証明するためのダイエットなんです」

「なるほどな……うん、俺は昔から松崎のそういうところが好きだぞ」

「えっ……」

　そういう私が好き？　いきなりこの人はなにを言っているんだろう……！　驚いて下を向いていた顔を上げると、柔らかな表情で私を見つめる彼の顔があった。

「松崎は広報課に配属が決まった時から、何事も決めたら必ず実行させるし、責任感も強く仕事から逃げない。みんなが嫌がる事務仕事も社内報も全て請け負っているだろう。悪く言えばお人好しだが、俺はお前のそういう縁の下の力持ちなところをすごく尊敬している」

「そ、尊敬ですか？　佐久間部長が私を？」

「あぁ。だから、惹かれたんだろうな」

　佐久間部長は屈託のない笑みを浮かべ、好意的な視線で私を真っ直ぐ見てくれる。この人は外見だけじゃなく、ちゃんと私の内面も見てくれていた。その上で惹かれたと言ってくれているんだ。

　佐久間部長はもともと信頼できる上司だったから、言葉の重みは充分あった。だけど、私が彼の女性の好みに偏見を持ち、理解しようとしなかった。

　どうして私なんか……とずっと思っていたけれど、彼は外見も含め、ずっと頑張って仕事をしていた私の内面も見て私を好きになってくれたのだ。

　そこまで言われたら、好意を受け取らないという選択肢は今の私にはない。

　だけど、すぐに好きだ、付き合おうとするのは軽い人間だと思われそうだし、何より付き合うとなれば職場恋愛になる。

　だから、彼との関係はもう少し自分の決意と覚悟が固まってから。

「そう言ってもらえて、光栄です。ありがとうございます」

「ハハッ。今日、会った時から思っていたが、口調が仕事中のように固いな。今はプライベートな時間なんだ。もっとリラックスしてくれ」

「あっ……」

　そう言われ、自分の口を手で覆う。部長はそんな私を見て笑顔を絶やさない。

「もう今から部長呼びは禁止だ。あと、できればもっと砕けた敬語で話してくれ」

「わ、わかりました。では、佐久間さん……」

「響だ。俺の名前は佐久間響。苗字じゃなく、名前で呼んでくれ」

「響……さん」

　私が照れながら名前を呼ぶと、部長……響さんはご満悦といった表情を露わにする。名前呼びくらいで喜ぶ彼はとても可愛い。ちょっと気恥ずかしいけれど、プライベートの時なら呼べそうだ。

「じゃあ俺は茜と呼ばせてもらうぞ。いいな」

「は、はい」

　不意打ちで名前を呼ばれ、一瞬で心臓が跳ねる。その後も、彼から何度も「茜」と呼ばれ、その度に心臓がどきどきと弾けていた。

　私もできるだけ砕けた口調と名前呼びを頑張り、お茶の時間を楽しんだ後は近くの通りでウィンドウショッピングを楽しんだ。

　帰る時間になる頃にはお互いにすっかり名前呼びも定着し、楽しい気持ちのまま初めてのデートは終わりを迎えた。
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　そして週明けの月曜日。響さんとのデートの余韻が残る中、浮かれたまま出勤すると、フロアがいつもとは違う雰囲気に包まれていた。

　響さんをリーダーとする新商品の宣伝を任されているチームが集まり、重い空気が漂っている。近くにいた同僚にどうしたのかと尋ねようとしたら、私を見つけた響さんがすぐに手招きをした。

「松崎、ちょっとこっちに来てくれ」

「は、はい」

　その声は焦りを含んでいる。どんな時でも冷静に物事を把握する響さんにしては珍しく、チームのみんなも困っている顔をしていた。そして朝の挨拶もそこそこにすぐに本題にはいった。

「すまない、松崎。今週の水曜日、イベントを予定している百貨店まで一緒に出張に行ってもらえるか？」

「出張！　私がですか！」

　ひどく申し訳なさそうな顔をしながら、響さんは私の肩にポンッと手を置いた。チームのみんなの視線が響さんに集中し、彼は重い口を開く。

「実は、同行するはずだった吉井が昨日から高熱を出して寝込んでいると電話があったんだ。本人は出張に行く気らしいが、体調が万全に整っていない社員を出張させるわけにはいかない。チームの人間が行くのがベストなんだが、みんなもそれぞれ自分の仕事を抱えている。この企画案は、吉井がベースを作り、松崎が資料を作成して整えただろう。企画案の内容を一番理解できているのはお前しかいないんだ。だから、ついてきてほしい」

　私と吉井さんはプレゼン資料を作る時、基本ペアを組んでいる。吉井さんはどんな仕事にも手を抜かず、企画案でもとことん納得いくまで作成する。

　その度に必ず意見を共有するから、彼女の企画案はだいたい頭に入っている。

　だけど、出張で企画をプレゼンしろと言われて、すぐにこなせるほど自分は器用じゃないってことくらいわかっている。

　しかし、佐久間部長の困った顔を見て、他の社員も私が頷くのを待っている。ここは逃げられない……そう悟った私は静かに頷いた。

「わかりました。出張、同行します」

「すまない。本当に助かる。俺もできるだけサポートするから」

「はい！　よろしくお願いします」

　響さんのサポートがあるとなると、俄然気が楽になった。でも、百貨店のイベントの企画を提案するということは、人前で話さなければいけないということ。今からでもすでに緊張してしまう。しかも、このイベントでは今まで自社の店舗でしか販売していなかった「ラ・ピュセル」の商品が、百貨店の催事で取り扱われる初めての機会だ。イベントも百貨店側からの計らいで実現した。

　絶対にミスは許されない！　と吉井さんの気合いがかなり入っていたのを鮮明に覚えている。それくらいの重大なプロジェクトなのだ。だから、必ず成功させなければ……！

「部長、頑張りましょう！」

「あぁ、一緒に頑張ろう」

　吉井さんと同じくらい気合いが入っている私を見て、響さんは嬉しそうに微笑んでいた。それから月曜と火曜の二日間で、社内報も完成させ、頭の中で吉井さんと考えた企画案と当日の進行を何度もシミュレーションした。火曜の午後には吉井さんから会社に電話があり、最終確認も無事終えた。

『私が自分で行けないのは本当に悔しいけど……これ以上迷惑をかけるわけにはいかないから、家でおとなしくしているわ。あとは頼んだわよ』

「はい！　任せてください！」

　彼女とそんなやり取りを交わし、電話を切る。顔を上げると響さんと目が合う。優しく微笑んでくれ、ほんの少し肩の力が抜けた気がした。

　そして、気付く。明日からの出張の準備を何もしていない。いや、それよりももっと重大なこと……！

　この一泊二日の出張！　響さんと二人っきりでお泊りをするということに！

（お、お泊り……響さんと……。でも、部屋はもちろん別室だし、な、何も起こらない……よね）

　今まで仕事に夢中になり過ぎていて気にしなかった。響さんと一泊ホテルで泊まるということに！　でも、これはプライベートじゃなくて仕事だ。だから、きっと何も起こらない。

　そう自分に言いきかせて、私は意識をまた仕事に強制的に戻した。

















第四章












　プレゼンに関しては、資料を頭に叩き込み、質問をされてもいつでもすぐに答えられるようにはなった。そのかわり出張の準備をするための時間がなかなか取れず、夕食も抜き、朝食も抜いて空腹のまま頭をぼうっとさせながら佐久間部長と待ち合わせの駅へと向かう。

　新幹線の中で何か食べよう……二食も抜いているから、すぐにエネルギーになるものの方がいいな。ゼリー飲料でも喉に流し込もう。想像するだけで口の中がゼリー飲料の味になるのは、かなりの空腹に襲われているからだ。でも、ちょっとはダイエットになったかな。

　響さんとは九時に新幹線の改札口で待ち合わせとなっている。行き先の新大阪駅には二時間半で着くだろうから、その間食事と睡眠の時間は取れるだろう。

「よし、忘れ物はない」

　気合いを入れ、吉井さんに「行ってきます」とメールを打ち、駅へと向かう。吉井さんから「頼むわよ」と彼女らしい返事が返って来て、フッと笑ってしまった。

　平日の東京駅の改札には、私達と同じようなスーツを着たサラリーマン達がたくさんいて、みんな同じ出張や営業で遠出をするのかと思うと、なんだか勝手に親近感を覚えてしまう。

　そしてすぐに響さんもやって来て二人で新幹線へと乗り込む。座席に座り、新幹線が発車すると次第に色んな緊張が襲ってきた私を、響さんは「上手にやろうとするな。大丈夫だ、俺がいる」と励ましてくれた。






　移動中は、同じく朝食がまだだった響さんも売店でサンドイッチ二つと缶コーヒーを購入していて、まずは腹ごしらえとなった。

「茜の朝食はゼリー飲料だけか？　そんなんじゃ腹の足しにならないだろう。これを食え」

　響さんは私が手に持っているゼリー飲料を見て怒った顔をし、折り畳み式のテーブルの上にサンドイッチを置く。分けてもらったサンドイッチにも驚いたけれど、仕事中だというのに名前呼びになっている彼に、私は慌てて訂正を求めた。

「部長、名前呼びは駄目ですよ。今は仕事中です」

「仕事中だが、周りに社員は誰もいないし、ここは会社じゃないだろう。プレゼンの時以外は名前で呼ばせてくれ。せっかく、お前と二人きりの旅行気分を味わっているところなんだ」

　爽やかに笑っているけれど、言っていることは二人で旅行しているのを楽しんでいるという感じだ。それが私にまた違った緊張感を与え、顔に熱が集まってくる。

「しゅ、集中できません……！」

「ハハハッ！　肩の力が抜けていいんじゃないか？　もっとリラックスしないとできることもできなくなるぞ」

　そう言われ、ハッとした私は思わず深呼吸をした。そして響さんの方を向くと、彼は優しく微笑みかけてくれる。そしてそっと出されたのは彼の右手だった。

「もしよかったら大阪に着くまで手を繋いでいてほしいな。今の俺達の関係はお試し期間だが、少しくらい恋人気分を味わわせてほしい」

　懇願される目つきで見られてしまうと、嫌だなんて言えない。いや、そうじゃなく、私もこの手に包まれたいって心の奥底では思っている。だから、おずおずと手を差し出し、彼の手のひらにそっと乗せた。

「茜の手は小さくて柔らかくて気持ちがいい」

「に、肉付きがいいので……！」

「ちょうどいい柔らかさだ。それに温かい」

「手汗……大丈夫でしょうか……」

「ハハッ。あぁ、大丈夫だ。全く気にならない」

　手を繋いだくらいで挙動不審になっている自分が情けなく、比べて落ち着いて余裕のある彼はやはり大人だ。

　それから響さんと私は食事以外の時間は手を繋いだまま二時間半を過ごし、新大阪駅に着いた頃にはすっかりお互いの手の温もりが自然なものになっていた。

　離れるのが惜しいくらい。でも、今からは仕事モードに入らないと、吉井さんにも顔向けができないし、何より自分が頑張らなければ「ラ・ピュセル」のイベントは最悪無しになってしまうかもしれないのだ。

　浮かれていた自分に心の中で喝を入れ、目に力を入れる。そんな私を見て響さんももう恋人のようには扱わず、一人の部下として私に接し、二人で百貨店へと向かった。

　駅直結の百貨店は改札を抜けてすぐ目の前に入り口がある。入り口すぐにある売り場が「ラ・ピュセル」の販売スペースで、そこでイベントも行われる。実際に現場を目の前にしたら今まで頭の中で思い描いていた企画のイメージが一気に鮮明になり、自信につながる。

　店員用出入り口で受付を済ませると、百貨店の催事課の社員が迎えに来てくれ、会議室へと案内される。吉井さんが来れない旨を伝えてお互いに自己紹介を済ませると、すぐに打ち合わせが始まった。

「ラ・ピュセルではバラ売りをしていなかったのですが、今回のイベントではバラ売りを行い、セット価格で少しお安めに提供したいと思っております。ラッピングも種類を豊富にしてラグジュアリーなものからシンプルな和風なものまでたくさん取り揃え、自分へのご褒美、手土産などに使ってもらえるよう工夫をいたします。さらに、試食販売も行い、我が社で様々なトッピングを用意して、アレルギーに気を付けつつ全年齢に対応したお客様それぞれに好きな味を楽しんで頂けるような展開を考えております」

　さらに勢いよく企画のコンセプトやアイディアを語る私。吉井さんに何度も確認して資料を作ったから、間違いやわかりにくい箇所はなかったはず。

　この私の勢いは百貨店側の催事課の社員にも伝わり、熱を込めて伝える企画案に満足気に頷いてくれる。手ごたえはあったと感じ、チラッと響さんの方を向くと口角を上げて微笑んでくれ、まるで「よくできました」と褒めてもらっているみたい。

「ラ・ピュセルさんのイベント企画の内容はわかりました。いったん、こちらでお預かりして、またお返事をさせていただきますね」

「はい！　よろしくお願いいたします！」

　大きな返事をして頭を下げる。すると、隣から響さんの声が聞こえてきた。

「では、明日は実際に売り場を確認させてもらいます。弊社の商品を並べられる数量やディスプレイの確認もしたいので」

「かしこまりました。では、明日の午前十時にまたお待ちしております」

　また明日向かうことを約束して、百貨店を去る私達。私は無事終えた達成感で大きく息を吐いた。

「はぁぁぁ……緊張した……！」

　百貨店前を行きかう人達の中に、私の大きなため息が吸い込まれていく。ぐったりとした私の頭を響さんのその大きな手が撫でる。

「よし、よくやった。初めてにしては上出来だ。わかりやすくてよかったぞ」

　頭に手を置いたまま響さんが褒めてくれ、その手が頭から離れたかと思うと、そのまま下に伸びていき、新幹線の車内の時と同じように手を握りしめられた。

「あっ、あの……」

「仕事はもう終わっただろう。ここからはプライベートの時間だ」

　強引な彼の行動に圧倒され、繋がれた手はさらに指まで絡められた。以前の私なら周りの目を気にして私と響さんじゃ釣り合わない……と悩んでいただろう。でも、今は少し細くなった自分にちょっとだけ自信が持てているせいか、笑顔で手を繋ぐことができる。

「そうですね……無事終わってホッとしました」

　彼の温かい手に包まれ、安心感からか全身の力が抜ける。そのせいで身体がよろけてしまった。

「大丈夫か？」

　咄嗟に支えてくれた響さんの声が耳のすぐそばに聞こえてきて、彼の身体に密着しているのだとすぐにわかった。私は勢いよく離れようとするけれど、軽い眩暈に襲われてまたふらついてしまう。

「おい、どうした。まさか、体調がずっと悪かったのか？　無理をしていたのか？」

「ち、違います……多分これは……」

　間違いない。これは昨日の夕食を抜き、朝食をゼリー飲料と響さんがくれたサンドイッチだけで済ませたから、空腹と疲労からの眩暈だ。

　友人の典子にダイエットを始めた時に気を付けることと口酸っぱく言われたのは、過度の断食をして身体に絶対に無理をかけないこと！　ということだ。

　普段はカロリー計算をして食事をとっていたからエネルギーは足りていたけれど、昨日今日は食事抜きと疲労のせいでさすがにエネルギー不足となり、今、眩暈を起こしているんだ。

「まさか……お前、ダイエットのし過ぎで食事を抜いているんじゃないだろうな」

　身体の力が入らない私を見て、響さんは私の行動を見抜いてしまう。そして的確に突っ込まれてしまった。私は恐る恐る首を頷かせると、響さんは繋いでいた手を離し、しっかりと肩を掴んできた。

「ばかやろう。だから、ダイエットなんてやめておけって言ったんだ。眩暈を起こすまで食事を抜くな」

「ワ、ワザとじゃないんです。昨日は今日の準備をしていたらたまたま遅くなって夕ご飯を食べるのをやめてしまって。今日は新幹線の中でゼリー飲料と、響さんからもらったサンドイッチを食べたから大丈夫だと思っていたんですけど。いつも抜いているわけでは……」

「完全なオーバーワークをさせてしまっていたな。悪い、俺のせいだ」

「響さんが謝らないでください、要領が悪い私のせいです」

「いや、部下のフォローをできなかった俺が悪い。どこかで食事でもとらせてやりたいが、その状態のまま店に入るのも辛いだろう。いったんホテルに入り、横になっていろ。その間に俺が買ってくる」

「すみません……」

　迷惑をかけてしまっている。そう思い、彼を見上げながら謝罪の言葉を述べると、響さんは心配の色を浮かべた表情を私に見せる。

「謝るな、茜」

「ありがとう……ございます」

　お礼を言うとフッと微笑まれ、さらに力強く肩を抱かれた。

　彼に支えられるようにして歩き、横断歩道の手前でタクシーをつかまえるとそのまま乗りこんで泊まる予定のホテルまで向かった。

　タクシーの後部座席でも響さんは私を支え、私も脱力感に見舞われる身体を預けたくて、そのまま彼の腕の中に包み込まれていた。

　彼の香りをこんな至近距離で初めて嗅ぐことに戸惑いを隠せないけれど、それ以上に胸の高鳴りの方が大きい。

　この前のデートの時とは違う清涼感のある香りはオーデコロンだろうか。彼の高い体温とトーンを落とした低い声は私に安堵感を与えてくれる。

　気を抜いてしまうと空腹の音がお腹から鳴りそうでそれだけが心配だったけれど、鳴ることはなく、無事にホテルの部屋まで辿り着くことができた。

「ちょっと待っていろ。外のコンビニで色々と調達してくる」

　私が泊まる予定のシングルルームの部屋に入ると、響さんはすぐに出かけてしまった。私は倒れるようにシングルベッドに横たわり、空腹でぺたんこになったお腹に両手を当てる。

「はぁ……疲れた」

　今日の労働時間はいつもの半分くらいなのに、一日中働いた気分だ。出張って大変なんだな。そんな感想を独り言で述べながら、私は鞄の中からスマホを取り出す。

「吉井さんに無事、終わりましたって連絡しておこう」

　吉井さんも体調がよかったら絶対にこの出張に来たかっただろう。

　私が行ったことで心配や不安、そして悔しい思いをしているに違いない。

　もしかしたら嫌味の一つでも言われるかなと思ったけれど、すぐに返ってきた返事には『お疲れ様』と書かれていた。

　いつもとは違う彼女に拍子抜けする。でも、これで明日も思う存分仕事に集中することができそうだ。

　明日はディスプレイ用の写真を撮るためのカメラ係を任せられているから頑張らなきゃ。

　疲れと睡眠不足からかふかふかのベッドに横になっていると、自然と瞼が落ちてくる。私は響さんが戻って来るまで少しだけ……と思い、瞼を静かに閉じた。






　どれくらい眠っていただろう。ハッと意識が戻り目を覚ました時には部屋の小さなテーブルの上にはコンビニの袋が置かれていた。

　ベッドから起き上がり、ゆっくりとした足取りで袋を手に持ち、中身を見る。

　中にはおにぎりが一つとバランス栄養食、ゼリーにトマトサラダ、そして具だくさんのお味噌汁がフリーズドライになったものやサラダチキンや冷奴など、低カロリーの食品が入っていた。

「私のことを考えて買って来てくれたんだ」

　買いに行ってもらうことさえ申し訳ないのに、きっと慣れない食品選びに苦戦したことだろう。私はコンビニ袋を持って部屋を出て、隣の部屋を取っている響さんのところに向かい、三回ノックする。

「すみません、響さん。茜です」

　すぐにドアは開いた。出てきた響さんはジャケットを脱いでおりネクタイもつけておらず、さらにワイシャツの袖を肘まで捲っていて、かなりリラックスした格好だ。腕まくりしたその逞しい腕に、釘付けになってしまった。

「起きたのか。大丈夫か？」

「はい、すみません、寝てしまって」

「構わん。よっぽど疲れていたんだな。少しは楽になったか？」

「随分とラクになりました。あ、あの……これ、ありがとうございました！　お金、払います」

「それくらい払う。それよりもお礼なんていいからすぐに食べろ。腹が減っているんだろう。あっ、そうかよかったら一緒に食べるか？」

「えっ……」

　響さんは自分の部屋の中を親指で示す。私の部屋にもある小さなテーブルで食事をとっていたらしい。食事というか、缶ビールと食べかけの焼き鳥が見えるあたり、飲んでいるという方が適切な表現だ。

「一人で飲んでいても楽しくなくてな。喋り相手をしてくれたら嬉しい」

　響さんには介抱だけじゃなく、買い出しにまで行ってもらい、何かお礼をしなくちゃいけないと思っていた。それが喋り相手をすることで役に立つのなら、喜んで引き受けよう。

「はい、私でよかったら」

「ハハッ。茜がいい。おいで」

　引き受けた途端彼はさらに優しい声色になり、後頭部を手で支えられて部屋の中へと誘導される。あっ……彼とホテルの部屋に二人っきりだ……！　と気付いたけれど、もうこうなった以上は引き返せない。

　ごくりと息を呑み、私は緊張から少しだけ震えた手でコンビニ袋を持ち、部屋の中に入る。響さんはテーブルを椅子とベッドの間に移動させ、彼は椅子に座り私は対面になるようにベッドに座った。

「酒は？　禁酒しているのか？」

「はい、お酒はずっとやめてます。というか、もともと弱い方なのであまり飲みません」

「そういえば、新年会や忘年会でもあまり飲んでいる姿を見ないな」

　その時のことを思い出すように斜め上を見ながら響さんは缶ビールを手に取り、一口飲む。彼の喉仏が上下しているのに視線が集中する。

　男性特有の特徴に、普段そんなところを見ないのになぜか色気を感じてしまい、意識を逸らすために買ってもらった食事にワザと夢中になった振りをした。

　おにぎりの袋を開けて頬張り、必死に咀嚼する私を見て響さんがぷっと吹き出す。

「お前の食っている顔は本当に可愛いな。俺の癒しだ」

「……食べることはやっぱり好きなので」

「ラ・ピュセルのお菓子もだろう？　いつもあげるたびに目が輝いている」

「それはもちろんです！　だって食べ過ぎちゃうくらい美味しいので！　太った原因にしたくないですけど、当時はやめられないくらい食べちゃってましたし」

「まぁ、あげ続けた俺の責任でもあるけどな」

　苦笑いを零しながら、響さんは申し訳なさそうな顔をしている。でも、彼が会社で毎朝私にお菓子をくれたのは、在庫処分とかそういう目的ではなく、本当に好意からだ。それを今は充分理解しているから、彼を責めることは絶対にしない。

「響さんは私の食べる姿を見たいから、毎朝律儀にお菓子をくれてたんですよね」

「あぁ、その通りだ。本音は朝も昼も夜もずっと見ていたいな」

「そ、それは私、かなり太っちゃうと思います……！　お腹も顔も理想にはまだまだ遠いのに」

　おにぎり一個をぺろりと食べた自分のお腹を両手でさする。

　今朝までは空腹のためお腹はぺたんこのはずだったのに、おにぎり一個を食べただけでぽよんとなるこのお腹に、気持ちが落ちてしまう。

「そんなことはないぞ。さっきのことだが茜がトイレで席を外した時、百貨店の社員に「いつもいらっしゃる吉井さんも素敵ですが、今回いらっしゃった松崎さんも健康的で可愛らしい方ですね」と言われて正直焦った。俺以外に、お前の魅力に気付いた人間がいるのかと思うと、どうしようもなく慌てたぞ」

「そ、そんな……あり得ないですよ！」

「お前は自分で思っているより、ずっと魅力的な女性ということだ」

　首を傾けて響さんは微笑むと、静かに立ち上がり私が座っているベッドの隣にやってきた。先ほどの清涼感のある香りにほのかにアルコールの匂いが混じり、眩暈とは違うふらつきに襲われる。くらくらしていると響さんの腕が私の腰に回り、そのままグイッと引き寄せられた。

「誰かのものになってしまうくらいなら……そんな思いをするのなら、今……茜を俺のものにしたい。お前が好きだ」

　彼の低く、でも焦りがこもった熱い言葉と声が耳に届き、息が止まる私。そんな私の髪に唇を当て、彼は口を開く。

「頼むから、本気だと受け取ってくれ。本当に茜が好きなんだ」

「響さ……ん、私は……」

「自分は俺とは釣り合わないなんて言葉で答えを流すな。茜の本当の気持ちを聞かせてくれ」

　本当の気持ち……それは多分、私の中で最初からわかりきっていた。だけど、どうして？　という疑問が焦げのように自分の心の中にこびりついて剥がれなくて、私自身でブレーキをかけていた。でも、今はもうそれを外す時がきたのかもしれない。

　彼はぽっちゃりの私でもいい、そして私という人間をちゃんと見てくれて選んでくれた。だから、私も素直にならなければ……。

「私……も、響さんのことが……好きです」

「えっ？」

　ぽつりと言った言葉はしっかりと彼には届かなかったみたい。私は顔に熱が全部集まったんじゃないかってくらい真っ赤になった顔で、自分の太腿を真っ直ぐ見ながらもう一度しっかりと言った。

「好きです。響さんのこと。こんな私でよかったら、付き合ってほしい……です」

　今度こそはしっかりと言えた。確実に彼には届いているはず。私は下唇を噛みしめながらすぐそばにある響さんの顔を見上げる。すると、目を細めて幸福感に満ちた表情をする彼がいた。

「よ、喜んでくれますか？」

「……もちろんだ。今、幸せを噛みしめているところだよ」

「よかった……」

　熱く込み上がってくるものを我慢していたら、私の腰に腕を回していた彼の手がいったん離れ、両手で抱きしめられた。この力強い抱擁が独占欲の表れみたいで、嬉しくなってくる。

「好きだ、茜。好きだ……やっと、俺のものになった」

「はい、私は響さんのものです。こんな体型の私……ですけど」

「もう何度も言わせるな。俺が好きなのは茜だ。この柔らかい身体も、真面目で芯がしっかりした心も、可愛らしい笑顔も愛おしい」

「響さん……」

　彼の熱く強い言葉に、お酒が入っているみたいに酔いしれてしまう。そのまま響さんの顔は傾いて私に近づき、優しい口付けが始まる。さっきまで缶ビールを飲んでいた彼のキスからは若干のアルコールの香りがして、本当に酔ってしまいそうだ。

「んっ……」

　ついばむようなキスは何度も角度を変えながら続けられ、私の身体のラインを響さんの両手が上下に撫でまわす。腰の辺りを指でなぞられ、丸みのあるお尻を優しい力で弾力を確かめるように掴まれる。服越しでも感じるその指の力の強さに、今までどれだけ私の身体を欲してくれていたのかが伝わってきた。

「響さん……あの……」

　彼に触れられる度、下半身が疼きジッとしていられなくなる。そんな私を見て、一人の男として覚醒した彼は、すぐに私をベッドに押し倒して覆いかぶさってきた。

「悪い……今までの我慢の限界にきたみたいだ。このまま……いいか？」

　息切れしながら野生的な瞳を私に見せ、覆いかぶさる彼を止める術を今の私が持っているはずがない。肝心なのは、私は響さんのことを好きで、彼も私のことが好き。

　だから、今気持ちを確かめ合ったばかりだけど、ここで彼を拒否するという選択肢は私の中になかった。

「はい……ま、満足してもらえる身体かどうかわかりませんけど」

「この時点でも堪らない。今すぐ触れたい」

　響さんはそう言いながら着ていたワイシャツを脱ぎ捨て、上半身裸になった。

　鍛えているのか、予想外に筋肉質な彼の身体を見て、私は息を呑み見惚れてしまう。

「鍛えているんですか……？」

「仕事柄、食う機会が多いだろう？　だから体型維持のためにジムに通っている。そうだ、これからは一緒にトレーニングをしようか。俺が通っているジムを紹介しよう」

「わっ、嬉しいです！」

　私が弾ける笑顔で喜ぶとクスッと響さんも笑う。

　私の頬を右手で包んで撫でると、そのまま顔が落ちてきた。唇が重なるとすぐに舌が口内に入り込んでくる。柔らかい舌が絡み合い、くちゅと音が鳴り、舌は離れることなく愛撫される。

「ふっ……んっ……」

　こもった声が私の口から洩れ、目を強く瞑って響さんの広い背中に両手を回した。すでにしっとりと汗を掻いている彼の身体の体温は熱く、逞しい。この身体に今から抱かれるのかと思うと、まだ何もされていないのに下腹部の疼きがさらに強くなった。

「茜、脱がしてもいいか？」

　会話が出来る程度に唇がほんの少し離れ、響さんがそう問う。その言葉をしっかりと耳にすると私は頷いた。

「……はい」

　できれば、もっと細くなってから身体を見せたかった。吉井さんや典子のような均整のとれた身体になってから好きな人の前で脱ぎたかった。

　だけど、彼は今の私のままがいいという。それは自分の裸を見せるうえでの緊張をほぐす魔法のような言葉だ。

　彼にされるがままに身体を預けていると、あっという間に下着姿だけになってしまった。

「どう……ですか？」

　胸に両手をあて、感想を求める。恥ずかしくて横を見ていたけれど、響さんが喜んでいるということが弾んだ声ですぐにわかった。

「最高だ。触れてもいいか？」

「はい……」

　今から始まる……と思うと緊張で身体が石みたいに硬くなってしまう。彼の手が私の腹の上に直接触れると、びくんと身体が跳ねた。

「まだ何もしていないぞ」

　クスクスと笑う響さんの声が胸の下の位置から聞こえ、熱い吐息もかかる。彼は右手で私のブラのホックを取り外すと、胸の下を強く吸った。

「んっ……」

　右胸の下を食みながら彼は中心に辿り着くと先端を甘噛みする。敏感なところをいきなり責め立てられ、私は反射的に背中をのけ反らせてしまう。

「あぁ……！」

　それでも甘噛みを止めず、彼の右手は私の左胸の先端を指先で掴み、擦って刺激を与えてくる。両胸から強い電流のような刺激が流れてきて、私は甲高い喘ぎ声を出してしまった。

「あっ……うぅん……！」

　快感が止まらず、下半身もジッとできない。何度も足を動かしてシーツに波模様を作ってしまい、せっかくのパリッとしていたシーツを台無しにしてしまう。

　チュッと音を鳴らせて響さんが胸の先端から唇を離すと、唇を舌なめずりして意地悪な顔で微笑んでいた。

「気持ちよさそうだな、茜」

「あっ……」

　話しかけているのに、彼の右手は先端を擦る動きを止めない。左胸だけで反応する私を見て、響さんはさらに反対の胸の先端も掴んで擦り始め、甘噛みされている刺激とはまた違う快楽が両胸から身体全身に走る。

「ひゃっ……」

「可愛いな……本当に可愛い」

　喘ぐ私を見て、響さんは上擦った声を出しながら私を可愛いと言ってくれる。私は眉を下げ、首をふるふると横に振った。

「そればっかり……やぁ」

「あぁ、もっと違うところを触ってほしいのか？　ここかな？」

　胸の先端は感じ過ぎるからやめてほしいと懇願したのに、響さんはもっと先を求めていると勘違いしたみたい。

　彼は両手を胸から離すと、そのまま右手を脇腹からすべらせ、腰骨までたどり着くとショーツを掴んだ。

　そのまま両足を上げて剥ぎ取られてしまい、とうとう何も身に着けていない姿となってしまった。

「あっ……」

　響さんはそのまま茂みに手を入れ、割れ目に向かって指を滑らせる。彼の左手は私の腹をずっとなぞっていてこそばゆさと恥ずかしさで火傷しそうなくらい顔が熱い。

「ハハッ。もうこんなに濡れている」

「や、やだ……」

　先ほどの刺激で秘部からは大量の愛液が太腿に流れていた。

　私、こんなに感じやすかったっけ……？　と自分に問うてしまうくらいだ。

「もっと気持ちよくなろう」

　響さんはそう言うと披裂を指でかき分け、人差し指を秘部の中に入れて出し入れをする。私はずっと疼いていたそこを刺激され、声を上げてしまった。

「あっ……んん!!　やぁ……！」

　緩い抽送になったり、激しい抽送になったり……響さんは私の反応を見ながら人差し指を出し入れしている。私の気持ちいいところを探してくれているのだろう。

「茜、ここは？」

「ひ、びきさ……きもちい……」

「よかった。もっとよくしてやる」

　途切れ途切れに返事をすると、ホッとした顔をした響さんが私のお臍の上あたりにキスを落とした。そして秘部を出し入れしている入り口の上にある最も敏感な突起を親指で擦り始める。

「ひゃぁ!!」

　今日一番の甲高い声が私の口から放たれ、身体ものけ反ってしまう。

　彼は満足気に私の反応を確かめると親指の腹に塗った愛液を潤滑油にして、突起を擦り、そして秘部の指の抽送も再開させた。

「んん！　あぁ！　ひ、ひび、き、さ……！」

「茜のここ、すごいことになっているぞ。いっぱい溢れてきた」

「やぁ……！」

　はしたない音が自分の下腹部から聞こえてきて、耳を塞ぎたくなる。

　でも、快楽をどこかに逃したいが為に自分の両手は今、彼の肩を思いきり掴んでいて耳を塞ぐことなんて出来ない。

　さらに、彼が次々と快楽を与えてくるから、身体の震えが止まらない。

　突起をトントンと押される度に快感がつま先まで走り、びくんびくんと震えてしまう。

　指の抽送から溢れてくる愛液は太腿まで垂れてきて、止まらない。そんな状況で、私が果てるのは時間の問題だった。

「あぁ……！」

　目の前がチカチカして、その後に視界が真っ白になった。

　そしてすぐに訪れる激しい脱力感。私はぐったりとした身体をベッドに預け、響さんは優しいキスを唇に落としてくれた。

「よくイケたな」

「私だけ……すみません」

「気にするな。茜が気持ちよくなってくれたら嬉しい」

　頭を撫でられ、おでこにちゅっとキスをすると上半身を起こし、響さんは自分の部屋にあったコンビニ袋を掴み、その中から避妊具を取り出した。

「えっ……！　そ、そんなもの買ってたんですか……?!」

「もしかしたら……必要になるかと思ってな。買っておいてよかった」

　響さんはボクサーパンツを脱ぎ、避妊具を装着しながらハハッと苦笑いをしている。こうなることを予測していたのだとしたら、なんて用意周到なのだろう。でも、彼が一人で考え、これを購入してきたことを想像すると、呆れと笑いが込み上がってくる。

「ふっ、ふふ……響さん、可愛い」

「おい、男に向かってそれはないだろう」

「だって……ふふ」

　笑いが止まらなくて横向きになった私に、覆いかぶさってくる彼の顔はほんの少し赤い。それがまた愛おしくて、笑いが止まらなくなってしまう。

「こら、いつまで笑っているんだ」

「ふふ、ごめんなさい」

　至近距離まで近づいて来た響さんについばむようなキスをされる。

　お互い笑い合いながらキスを始めたけれど、すぐにそれは濃厚なものに変わり、彼の舌が口内に押し入ってきた。

　そして彼の両手はまた私の身体のラインを撫で始めた。

　首から肩、鎖骨、両胸に腹。まだふっくらとしたお肉が残った身体を触られるのは、やはり少し抵抗感がある。

　だけど、響さんの表情を見れば、それもすぐに収まった。

「あぁ、柔らかくて気持ちがいい。癒されるよ、茜」

　なんて幸せそうな顔をして見つめてくれるのだろう。こんな顔をされたら、どんなふうに触られても許してしまいそうになる。

　そして、私の太腿に当たるのは、熱く昂った熱を持った彼自身だ。硬く反り上がっているそれは質量を増していて、私は見た途端唇をキュッと引き締めた。

「怖いか？」

　昂っている彼自身を見た途端、緊張した私に気付いた響さんは私を落ち着かせるため頭を撫でてくれる。

「ううん、怖くないです。ちょっと驚いただけ」

「本当か？　嫌になったらすぐに言ってくれ。無理強いはしたくない」

　私はすぐに首を横に振り、違うと訴える。

　こんな行為は随分と久しぶりだから、怖い、緊張、という二つの感情は確かに自分の中にあるけれど、それよりも響さんと一つになりたい。その想いで胸の中はいっぱいだ。

「響さんだから怖くないです」

　彼を安心させるためにフッと笑いながら微笑むと、響さんの目尻が下がり優しく抱きしめてくれた。

「大事に、大切にする。茜のこと」

　彼が言った後、私も両腕で響さんの背中に手を回し、抱きしめた。

「大好きです、響さん」

　ぎゅうっと力強く抱きしめると、彼も抱きしめ返してくれ熱い体温に身体が包まれる。

　幸せの熱に包まれるとこんなにも満たされるのだということが、彼に抱きしめてもらい初めてわかった。

「俺も好きだ、茜。ずっと見ていた、ずっと愛おしかった。この身体に何度触れたいと思っていたか……」

「いくらでも触れてください。私は、響さんのものです」

　言葉で想いを確認し合い、そして貪るキスを交わす。彼の下半身は大きく脈を打ち、今にも私の中に入りたいと言っているよう。

「茜……いいか？」

「はい……」

　肯定の返事を受け取ると、響さんのものがゆっくりと私の中に入ってきた。この行為は大学の時に付き合っていた人以来だから、随分と中が硬くなっている。それをじっくりと解しながら響さんは私の中に入ってきた。

　圧迫感と異物感はなかなか拭えない。だけど、彼と一つになれている。それだけでこの行為も我慢できた。

「うっ……んん……」

「もう少しだ……頑張れ、茜」

　少し苦しむ私の声を聞き、響さんは耳元で囁きながら労わりの言葉をくれる。私は何度も頷きながら、奥にまで入って来る彼自身を全て受け入れた。

「はぁ……全部入った」

　息を吐いた響さんも苦しかったのだろう。じんわりと汗が額に光っている。私も下腹部の中で脈打つ彼自身を感じていると、自然と身体中に汗を掻いてしまい、荒い呼吸になる。

　今からこんなんで大丈夫だろうか。興奮と緊張で心臓の音がどんどん速くなっていく。

「動いてもいいか？」

「はい、動いてください」

　最初はゆっくりとした律動から始まった。そのおかげでゆっくりと私の中の内壁が広がっていき、彼自身の大きさと馴染んでいくのがわかった。

　彼の一突き一突きが私の中とピッタリと重なり、気持ちいいところに擦れてひたすら快楽に襲われる。

「はぁっ……！　あぁ……！」

　嬌声が止まらない。腰は響さんの手でしっかりと固定されているから優しい抽送でもしっかりと奥まで届き、彼自身をたっぷりと感じられた。
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「くっ……茜、もう少し動いてもいいか？」

　彼の苦しそうな声が上から聞こえてくる。ゆっくりとした抽送では物足りないのか、今にも理性を失いそうな熱い瞳が私を見つめていた。その表情に下腹部が疼き、もっと彼に攻めてほしくなってくる。

「はい……もっと動いてください」

　心の中の声をそのまま口にした。その途端、響さんは優しい抽送から激しい抽送に変わり、胸の先端へと両手は伸びてくる。

　充分な快楽を与えられ、尖がっている先端を両手の指で摘ままれて同時に擦られる。

　上下同時に激しく攻め立てられ、私は自分でも出したことがない甘く甲高い声を出してしまう。

「ひゃぁ！　あっ、あぁ！　ゃああ！」

　ベッドの激しい軋みと揺れがこの行為がどれだけ激しいものなのかを表している。

　私の身体も彼に突かれるたびに激しく揺れ、胸の先端も痛いくらいに尖っていた。

　それをずっと擦られ続け、下腹部からも肌がぶつかり合う音が止まらない。

　私の中を浅く深く何度も往復する彼自身はさらに質量が増しているのに、圧迫感なんかとっくに消えていて、与えられる快楽がただひたすら増していく。

「ふぁ！　あぁ！　ひ、ひびき、さ……！」

「茜……！」

　私を絶頂に上り詰めさせようと、彼が集中的に最奥を突き始めた。

　胸の先端を擦っていた両手はまた腰に戻って来て固定される。それが接合をより深め、私は枕を思い切り握りしめて快楽をどうにかして解き放とうとする。

「あぁ……！　だ、だめ!!」

　自分でも限界を感じた瞬間、体中の血液が沸騰するほどの熱が全身を駆け巡るのがわかった。

　そして頭が真っ白になって強い快感に身体中を支配される。秘部の痙攣も感じ、その快楽に没頭しながらも達したのだとわかった。

　彼も自身の迸ほとばしりを避妊具の中に吐き出し、激しい脱力感に襲われているのか、深い息を吐きながら私にぐったりと覆いかぶさってきた。

「響さん……すごく、気持ちよかったです……」

「あぁ、俺もだ。それに最高に幸せだ」

「はい、私も幸せです」

　私達はそのまましばらく初めて身体を重ねた余韻を確かめ合った。それは、お互いが恋人同士になれたのだと確認し合う時間となり、さらに気持ちを曝け出す貴重な時間ともなった。

　その夜、体力が戻った私が響さんからもう一度求められることになったのは言うまでもない……

















第五章












　響さんとお付き合いを始めてから一か月が経った。

「ラ・ピュセル」には社内恋愛禁止の規則はないけれど、彼の保身のために私と付き合っていることは秘密にしようと私から言い出した。

　予想通り、「なぜ、隠さなくてはいけない。悪いことをしていないのに」と言われた。

　私からすれば響さんは人当たりがいいから忘れそうになるけれど、彼は創業者の身内にあたる人で、将来部長クラス以上の重役の席がおそらく用意されている人だ。

　しかも、メディアにもよく出ており、イケメン部長だと雑誌でもよく紹介されている。

　そんな彼が直属の部下であり、平社員の私に手を出したとなれば彼のイメージは格段に落ちるに違いない。

　だから、隠せるところまでは隠そうと私から提案したのだ。

　その理由に納得いっていないみたいだったけれど、隠さずに付き合って女性社員たちにバレれば、私が嫉妬の対象となり、嫌な思いをするかもしれない、と伝えたら、すぐに納得してくれた。

　でも、その件に関しては私が誰にも文句を言われないような素敵な女性を目指せばいいだけのことだ。

　難しい目標だけれど、引き続きダイエットも美容も頑張って、さらに仕事もたくさんこなしていけば、きっと今より周りの女性社員たちに認めてもらえるはず。

　今日も社内報を見た人から「面白かった！　次も楽しみにしてるね」という励ましの言葉をもらえた。

　ダイエットの成果が出て制服もワンサイズ小さくなり、メイクも自分に似合うナチュラルメイクを研究して、メイクに詳しい典子にも「似合っているよ！」とお墨付きをもらっている。

　髪も毎日トリートメントとヘアオイルでケアし、ドライヤーでのブローも欠かさず行っているし、服だって痩せてから着られるデザインが増えて、以前よりもおしゃれを楽しめている。

　そして、休日は響さんと、まるでお菓子のような甘くとろけるような時間を過ごし、今の私は今まで生きてきた人生の中で一番幸せなんじゃないだろうかってくらい、幸福感で満たされていた。






　仕事が休みの土曜日の今日は、一人暮らしをしている響さんのマンションにお泊りに来ている。

　昼間は彼が通っているジムに行き、一緒にトレーニングをこなしてきた。

　彼のプログラムは無駄な脂肪を落とし、綺麗な筋肉をつけるもので、私がやっているのは彼が取り組んでいるプログラムのショートバージョンだ。

　それでも終わったあとは全身がぐったりとして身体に力がはいらないのに、慣れている響さんは私より激しい運動をしているにも関わらず「いい汗をかいた」くらいだという。

　その言葉は見栄などではなく本当で、その証拠に野菜や穀物がメインの夕食を終えると、私は今日も響さんにベッドの上で激しく求められた。

　長く丁寧な愛撫に蕩かされた身体に、もう彼の手が触れていないところはないと思う。

　うつ伏せになり、ぐったりと枕に顔を埋めていると、避妊具の装着を終えた彼自身が容易に私の中に入ってきた。

「ふぅ……んっ」

「そのままでいい。ラクな体勢になっていろ」

　興奮を我慢した擦れた声でそう言われるけれど、彼のものが中に入っていることで身体も心も全くラクになんてならない。

　それどころか甘美な刺激が身体中に駆け巡り、秘部の中もずっと痙攣している。

　容易く私の中に入ってきた彼自身はゆっくりと抽送を始め、秘部から垂れてきた愛液が潤滑油となり、いやらしい音が寝室に響き渡った。

「んっ……くぅ……！」

　枕に顔を埋めた私のこもった声と激しく肌がぶつかり合う音、そして彼の熱さが私を翻弄して、今日も限界まで求められた。

　激しくも熱く、そして幸せな日々。これがずっと続くのかと浮かれた心で私はそう信じていたんだ。
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　トラブルは、いつでも突然やってくる。今日ほど、そう実感した日はないだろう。

　昨夜も響さんに散々求められ、彼の自宅を先に出た私は軽い腰痛を感じながら「ラ・ピュセル」に出社した。

　今日は吉井さんが内勤の予定だ。彼女が担当を任されている定番商品のリニューアルの件で、メディアへのアプローチをいつからかけるかの細かな打ち合わせをしよう。

　それが決まり次第、私から各媒体に連絡を入れる流れだから、ここは細かく決めておきたいと以前から思っていた。

　そんなことを考えながら女子更衣室で制服に着替え、広報課のフロアに行こうと更衣室を出る。

　すると、私の行く手を塞ぐように、前に佇む一人の人影に気付く。不思議に思い視線を上げると、そこには白のパンツスーツを華麗に着こなしている美しい長身の女性がいた。

　この人、たしか秘書課室長の鈴川すずかわさん……吉井さんと同期入社の人だ。「ラ・ピュセル」の本社工場長の娘で、育ちも通った学校もお金持ちが集まるエリートコース。

　それだけじゃなく、まだ若いのにかなり仕事ができて重役たちの信頼も厚く、今年から秘書課室長を任されたという話を嫉妬交じりの言い方で吉井さんから聞いたことがある。

　なぜこの人が私の前に立っているの？　そしてどうしてこんなに怖い顔で睨まれているのだろう……。

　彼女は緩く巻いたロングヘアーをハーフアップにしていて、一束長い前髪を垂らしている。それを耳にかけ、私を上から下までじっくり見ると、口を開いた。

「ちょっと来てくれる？」

「えっ、でも……今から就業開始時間で……」

「いいから来て。すぐに終わるから」

　こちらの意見も聞かず、私の手首を持つと強引に歩かされ、連れて行かれる。いったい何ごとなの……と不安と緊張に苛まれたまま、着いた先は誰も使っていない更衣室のすぐそばにある喫煙室だった。

　換気扇は回っているけれど、煙草の独特の匂いが部屋中に充満している。

　こんな空気の悪いところに長居をすると気分が悪くなりそうだ。

　私は早くこの部屋を出たくて、彼女に掴まれている手を強めに離し、強気な姿勢を取った。

「あの、いきなりこんなところに連れてきて、どういうことですか？　私、鈴川さんに何か言われるようなことをした覚えはないのですが……」

　以前の私に比べたら、よくこんなことを言えたなと思う。

　昔の私なら言いたいことも言えず、ずっと俯いていただろうから。

　これも、ダイエットも仕事も頑張って、響さんという彼氏も出来て外見も内面も自分に自信が持てた成果だ。

　でも、声は震えているからやはりこういう雰囲気は得意じゃない。

　だから、早く話を終えたいのに、鈴川さんは手に持っていた小さいチェーンバッグから煙草とライターを取り出して、機嫌悪い顔をしながら一本吸い始めた。

　いったいどういうつもり……？　私は彼女の様子を眺めていたけれど、イライラした表情のまま鈴川さんは煙草を吸い続ける。

　こんな人に付き合っていられない。そう決めた私は「失礼します」と会釈をして喫煙室を出ようとした。

　その時、煙草を灰皿に押し付けて消した彼女が冷たい声を放った。

「あなた、佐久間部長と付き合っているの？」

「えっ……？」

「一昨日、私も通っているジムで二人でいるところを見たの。最初は偶然かと思っていたけれど、かなり親し気だったわね。それにその後、二人でマンションに入って行くところも見たわ。あなた、彼の恋人なの？」

　じろりと睨まれ、背筋がゾクッとした。

「あ、あなた……私たちのあとをつけたんですか？」

「つけたんじゃない。どういう関係なのか探っただけ。そんなことより私の質問に答えなさい」

　それをつけたって言うんじゃない！　と言い返そうと思ったけれど、いつ誰がここに来るかわからないため大きな声を出すのはやめた。心臓に手を当て、心を落ち着ける。

「……佐久間部長とはなんでもありません」

「だったらどうしてあの人のマンションに行ったの？　しかも全然出て来なかったじゃない」

「そ、それは……それより、どうして鈴川さんは佐久間部長のマンションまで知っているのですか？　私も教えてもらうまで知らなかったのに」

「教えてもらったってことは、やっぱりあなた、佐久間部長の恋人なのね。どうしてあんたみたいな平凡な女が……信じられない」

　しまった。思わず出てしまった余計な一言。鈴川さんに響さんの恋人だとバレてしまった。もうバレてしまったことは仕方がない。今は、この人が響さんとどういう関係なのか知ることの方が重要だ。

　もし元恋人だったとか現在響さんに片思い中だとかそういうことがあったらと思うと、こんな容姿端麗な人に私が敵うのかと怖くなってくる。

「単刀直入に言うわ。彼と別れて」

　開いた口が塞がらないとはこのことだ。信じられない状況に頭の中が真っ白になり、言葉が勝手に口から出てしまった。

「ど、どうして、そんなことを……」

「簡単な話よ。あなたみたいな地味でスタイルも悪い女、佐久間部長と全然お似合いじゃない。見ていて不愉快よ。昨日も仲良く寄り添って歩いていたけれど、誰がどう見ても滑稽だわ。あの人にはね、私のような生まれも育ちも同じくらいの女がふさわしいの」

「……」

　あまりの迫力に返す言葉が出て来ず、彼女を漠然と見上げる。

　でも、これでわかった。この人は佐久間部長の昔の恋人なんかじゃない。

　こんなことを言う人をあの人が選ぶわけないもの。ということは、鈴川さんが勝手に佐久間部長に理想を押し付けて思いを寄せているだけ。

　それはわかっているのに、ヒールの音を鳴らせて至近距離まで近寄ってきた鈴川さんの圧がすごく、私は何も言い返せずにいる。

　そんな私を見下ろし、彼女は盛大なため息をついた。

「はぁ……お願いだから別れてくれない？　あなたが佐久間部長と一緒にいると、彼の価値が下がるわ。あの人はこの会社の創業者の身内の一人なのよ。選ばれたエリートなの。あなたもそれくらいわかっているでしょう。自分は彼と対等じゃないってことくらい」

　最も痛いところを突かれ、本当に言葉が出てこなくなってしまった。

「言いたいことはそれだけよ。あぁ、安心して。あなたが彼と別れたら、親に頼んで私が彼と婚約するから」

　婚約……？　響さんが鈴川さんと婚約?!　本社工場長の娘ってそんな権利も持っているの？　それよりも私が響さんと別れる？　そんなの絶対に嫌だ。別れたくない。せっかく手に入れた幸せを絶対に手放したくない。

　だけど、彼女に言われた決定的な言葉がずっと心に引っかかっている。「佐久間部長の価値が下がる」「彼と対等じゃない」それは常々私が思っていたこと……それを他者から言われると、想像以上に重くのしかかる。

「でも、でも……」

　別れたくないと思いながら、やっぱりそうなんだろうかと胸の中で複雑に感情が入り混じる。

　私は喫煙室を去って行く鈴川さんの背中を見ながら、遠くなっていくヒールの音を聞いていた。






　気持ちの整理をつけるため、呼吸を整えていたら就業時間のベルが鳴った。ハッとして急いで広報課へと向かう。

「申し訳ありません。遅れました」

　フロアに入り、デスクについて隣の吉井さんに深く頭を下げる。吉井さんからは絶対に不機嫌な一言が返ってくると思っていたが、彼女は予想外の落ち着いた声で私に返事をくれた。

「遅刻なんて珍しいわね。真面目だけが取り柄の松崎さんが」

「すみません……」

「理由があるのなら聞くけど」

「……いえ。ありません」

　鈴川さんに無理矢理連れて行かれたけれど、そこで喋ってしまい遅れたのは私の責任だ。だから、言い訳はせずひたすら謝った。

「もういいわ。早く始めるわよ。それより、あとで佐久間部長のところに行きなさいよ。今日もあなたを待っていたんだから」

「あっ……」

　デスクにつき、パソコンを立ち上げてパスワードを入力していると、吉井さんから響さんのことを告げられた。

　毎朝、二人で過ごしていたおやつの時間、今日は鈴川さんと話していたから行けなかったんだ。パッと響さんのデスクを見ると、片岡君ともう仕事の話をしていて、こちらの視線に気付かない。

　待ってくれていたのに申し訳ないことをしたな……と後悔した。

　だけど、鈴川さんとのことがあり、苦い顔を隠しきれていない自分を見られなくてよかったと安堵しながら、私も吉井さんとの業務を開始させた。
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　鈴川さんとの一件から一週間が経った。彼女の言葉は日が経つごとに私の中で大きくなっていって、どんどんと暗い気持ちになり上手く気持ちの切り替えができなくなってしまった。

　平日は仕事が忙しいから響さんと二人きりで会う時間はないけれど、毎日必ず連絡はくれる。鈴川さんとの一件があっておやつの時間を持てなかったあの日の朝。翌日からはその時間を再開させようと思っていた。

　だけど、彼女の「お似合いじゃない」「見ていて不愉快」「滑稽」という言葉が次から次へと脳裏に蘇ってきて、社内で一緒にいることが辛くなり、わざと時間をずらして就業時間ギリギリにフロアに入るようになった。

　避け始めてから三日目の夜、そのことについて響さんから電話で直接聞かれた。

『どうして朝、避けるんだ？』

　不安げな声で問いかけてくる彼の姿を想像すると、ひたすら申し訳なくなり、謝ることしかできなかった。

「ごめんなさい。うまく体重が落ちなくて……」

『それならジムの時間を増やすか？　遅くなってもいいのなら仕事が終わってからでも一緒に行こう』

　私の言葉を素直に受け入れ、新しい提案をしてくれる。だけど、まだまだ彼と不釣り合いなスタイルの私は彼と一緒にいる姿を社内で見られるのが辛い。だから、私はそれを断った。

「いえ、一人で頑張ります。ジムだけじゃなく、食事方法も見直したいので……だから、勝手なお願いなんですけど、朝のおやつの時間もそろそろやめたくて……」

『そうか。悪かったな、今まで付き合ってもらって』

「いえ……私こそ、楽しかったです」

　まるでお付き合いをやめるようなやり取りに胸の奥がズキズキと痛くなる。

　でも、私が鈴川さんに負けないくらい強くて綺麗な女性になれば、こんな痛みもなくなるはず。

『なぁ、茜』

「はい」

『俺から離れようとしていないよな？』

　響さんが慎重な声で私に問う。その言葉に目を大きく見開かせてつい大声を出してしまった。

「そんな！　それはないです！」

　必死に否定する私の声を聞いて、響さんが安堵のため息をついた気がした。

　そして明るい声がスマホの向こう側から聞こえてくる。

『それを聞いてホッとした。それじゃあ遅くまで電話をして悪かったな。また、明日』

「はい、また明日……おやすみなさい」

　やり取りの最後は明るい雰囲気になって通話を終えることができた。

　私のこの行動は響さんに嫌な思いをさせてしまっているのかもしれない。

　心の中で謝罪の言葉を述べ、私は上下ジャージに着替えて、夜のランニングに出かけた。






　それから二日後の金曜日。吉井さんとスケジュール調整の打ち合わせと確認事項の最終確認を終えることができ、各メディアへの連絡メールの作成に取り掛かろうとしたら、隣のデスクから私をずっと凝視する吉井さんの視線に気付いた。

「な、なんでしょうか……？」

「最近、暗くない？」

「えっ？　そうです……か？」

「暗いわよ。めちゃくちゃ暗い。それ、今週の月曜日に鈴川に呼び出されたあとからよね。あいつに何言われたの？」

　強い視線から逃れようと俯いたら、吉井さんから思わぬ言葉を受け、驚愕して顔を上げる。彼女は怒りを含んだ表情をして頬杖をついていた。

「どうしてそれを……」

「たまたまよ。私が更衣室を出た時、松崎さんが鈴川に連れて行かれるの偶然見たの。それだけよ」

「そう……ですか」

　あの時のこと、見られていたんだ。手を強引に取られ、連れて行かれたから傍から見てもただごとじゃない雰囲気だったのかもしれない。

「やっぱり何かあったのね」

　前のめりで言葉をかけられ、私は言い逃れができず素直に頷いた。

「松崎さん、昼休憩、誰かと約束してる？」

「い、いいえ……」

「じゃあちょっと出かけるわよ」

「えっ、わ、私とですか?!」

「いいから。時間になったら声をかけるわね」






　そして昼休憩の時間になり、吉井さんから「行くわよ」と声をかけられ、彼女のあとをついて行く。「ラ・ピュセル」を出てしばらく歩くと真っ白な外観の清潔感のあるカフェに到着した。

　ここはオーガニック野菜をメインに使ったカフェで、ランチにここを選んでもらえるのは、ダイエット中の私にはとてもありがたい。

　だけど最近、ランニングの距離を増やしたせいか筋肉の炎症が酷く、たった五分の距離でも早く歩くのが辛くて痛みを庇いながら歩いた。

　店内はシンプルな内装で無駄がなく、観葉植物が置かれているくらいの開放的な空間でとても落ち着く印象を受けた。

　二人掛けのテーブルに案内され、私は吉井さんと向かい合うように座る。すぐに店員がグラスの水を持って来てくれ、オーダーをすることになった。

「私は魚のワンプレートにするわ。あなたは？」

「ちなみに魚はなんですか？」

「白身魚よ。調理法もマリネだからカロリーの心配はないわ」

「では、それでお願いします」

　二人分の魚のワンプレートをオーダーし、店員は「少々お待ちください」と言い去って行く。私を凝視する吉井さん。沈黙は続かず、すぐに口を開いた。

「それで？　鈴川になにを言われたの？」

「そ、れは……」

　自分の太腿を見つめながら、なんて答えようか悩む。

　だって、鈴川さんに言われたことを全て話したら、響さんとの関係もバレてしまう。

　吉井さんにも鈴川さんと同じようなことを言われたら……と想像すると、恐くてなかなか言えない。

「……また、以前のあんたに戻ったみたい。最近、せっかく綺麗になったと思っていたのに、また前の嫌な雰囲気の松崎さんに戻ってる。その暗い雰囲気、広報課に相応しくないわ」

　吉井さんに「綺麗になった」と言われ、驚いて顔を上げる。すると、彼女は至極当然のような顔をしていた。

「私、努力をしていない人には嫌味は言うけれど、頑張っている人のことはちゃんと認めるわよ。だから、私は最近のあなたを見て、とても気持ちがよかった。なにがあったか知らないけど、とても前向きになって綺麗になったから。だから、仕事も任せられた。だけど、今は違う。前の嫌なあんたに戻ってる。その原因を聞いてやるって言ってるんだから、素直に言っちゃいなさい」

「吉井さん……」

「大丈夫。言いふらすことなんてしない。だから、わざわざ会社を出てカフェまで来てるのよ。ちょっとは私を信じなさい」

　吉井さんは照れくさいのか、少し怒ったような感じでそう言った。でも、その言葉は今の私にとってはとても頼れるものであり、信頼できるようにも感じる。

　だから、秘密を知られる覚悟で勇気を振り絞った。

「実は……鈴川さん……に……」

　私はしどろもどろになりながらも、鮮明に覚えている鈴川さんに言われたことを吉井さんに全て話した。

　全て話した後、吉井さんは盛大なため息をつきキューティクルがあるロングヘアーの髪を右手で思い切りくしゃくしゃと掻いて、苛立ちを露わにした。

「そんなストーカー女の言うことに負けるんじゃないわよ！」

　そして叱咤しったされた。

「くっだらない。佐久間部長みたいな素敵な人と付き合えているのに、そんな女のせいで溝作ってんじゃないわよ！　もっと、びしっとしなさい、びしっと！」

　テーブルをこぶしでドンっと叩いたところに、店員がワンプレートを持ってきた。

　何事かと私と吉井さんの顔を交互に見つめていて、困惑させて申し訳ない気持ちでいっぱいだ。店員が去った後、私は疑問を吉井さんにぶつける。

「吉井さんは私が部長と付き合うことを釣り合わないとは思わないのですか？」

「そんなこと思うわけないじゃない。仮に思っていたとしても、あなた、私が似合わないって言ったら、部長と別れるの？」

「そ、それは嫌です！」

　吉井さんが放った言葉に咄嗟に言い返してしまい、ハッと口を塞ぐ。彼女はクスリと笑うと鼻息荒く腕を組んだ。

「それなら、鈴川程度の女、見返してやるくらい綺麗になりなさいよ。ぐうの音も言えないくらいとびっきり綺麗になるの。私、ダイエットのプロだからいくらでもアドバイスをしてあげるわ」

「やっぱり、吉井さんくらいになると、美について詳しいんですね」

　誇らしげに美のことを語る吉井さんからは自信が満ち溢れており、こういう姿は正直憧れる。そのまま意気揚々とアドバイスをくれるのかと待っていたら、吉井さんはなぜか苦い表情を浮かべた。

　思いがけない顔を見てしまい、私はお箸を持つ手を止めてしまう。

　どうして彼女はこんな顔をしているのだろうと心配しながら見ていると、吉井さんは苦笑いを零しながら小さな声で話し出した。

「……違うわよ。私も、昔は太っていたの。前の松崎さんよりもずっとね」

「えっ！　吉井さんが！　信じられない……！」

　私は驚きのあまりお箸をテーブルに落としてしまう。慌てて拾うと吉井さんはお水を一口飲み、ため息をついた。

「大学生の頃の私は体型に自信がなくて、いつも周りの目を気にする暗い人間だった。だから、前のあなたを見ているとまるで昔の自分を見ているようでイライラしてしまったの」

「そうだったん……ですか」

「でも、それはやってはいけないことだった。あなたから自信や自己肯定感を奪う行為をしていた。今まで酷いことをたくさん言ってごめんなさい」

　吉井さんはグラスをテーブルに置くと、額がテーブルにつきそうなくらい深く頭を下げた。吉井さんが私をけなしていた理由を知り、複雑な気持ちが込み上がってくる。

　嫌いだった頃の自分を私に重ねて、非難していたのだ。

　でも、彼女をイライラさせた私にも非はある。だから、言い返すことはせず、首を横に振った。

「いえ、私も何も努力していないのに、自分に魅力がないことを理由にうじうじしていたのがいけなかったんです。非難されても仕方ありません」

「でも、最近の松崎さんは本当に綺麗になったわ。これはお世辞じゃない、本当よ。だから、鈴川のいうことなんか気にせずに自信を持って」

「吉井さん……ありがとうございます」

　初めて聞く彼女の優しい声色に、ホッと胸の奥が温かくなり落ち着いた気分になる。

　初めて、吉井さんと距離が近くなれた気がした。話が終わると、彼女は一瞬でからかう表情になり、白身魚の付け合わせの焼き野菜をお箸で掴みながら口を開いた。

「これも佐久間部長のおかげなのね。佐久間部長もよかったわね、片想いが成就して」

　口の渇きを潤そうとグラスの水を飲もうとしたけれど、やめてよかった。吹き出すところだった。まさか、響さんのことを言われるとは思わず、一気に息が荒くなる。

「えっ、ど、どうしてそのこと……」

「わかるわよ、だって佐久間部長があなたを見る目って前々からとてもキラキラしているもの」

　そうなの？　そうだったの？　私が気付いていなかっただけで、いつも響さんって私のことをキラキラとした瞳で見ていたの?!　知らなかった事実に冷や汗が大量に流れてきた。

「み、みなさんにバレていたのでしょうか……」

「大丈夫よ、みんな松崎さんが佐久間部長に餌付けされているだけだって思ってる。だって、部長があなたにおやつを与えている光景は、どう見てもペットを可愛がっているようにしか見えないもの。気付いていたのは私だけ」

「吉井さん……」

　もしかして吉井さんって佐久間部長のこと、好きだったのかな。私を見る響さんの瞳だけで彼の気持ちに気付いていた。

　もしかしたら……それもあって、私にきつく当たっていたのかもしれない。

　でも、今はこうしてちゃんと謝罪もしてくれた。からかう口調で私と響さんのことを話題にしてくれる。吉井さんなりに気持ちにけじめをつけてくれたのかもしれない。

　これは全部、私の想像の範囲内だけど、きっと当たっていると思う。

「話を戻すけど。綺麗になったのは本当だけど……あなた、鈴川にくだらないこと言われたせいで無理なダイエットをしているでしょう」

「わ、わかりますか？」

「わかるわよ、今だって足を痛めてる。無理なロードワークをしているんじゃない？」

「正解……です」

「バカ！　せっかく足が引き締まってきたのに、痛みを庇っているせいで歩き方がとっても変！　まずはダイエットプログラムを見直しなさい。今、どんなことをやっているの？」

　ランチを食べながら、響さんには言えない女性の悩みを含んだ吉井さんのスパルタなダイエット授業が始まった。これまで自己流で作ったプログラムを見てもらうと駄目だしのオンパレードで、吉井さんのおかげで随分と無駄のないメニューになった。

「目標体重まであと何キロなの？」

「あと、五キロです……でも、できれば単純に体重を減らすより、綺麗なプロポーションを目指したくて」

「それなら、むくみ取りと正しい姿勢のキープは必ず忘れないで。猫背はポッコリお腹が出る原因なのよ。あと筋肉トレーニングもいいけど、ヨガも取り入れなさい。私がいい教室を紹介してあげるわ。あと……」

　こんな感じで吉井さんは次々と女性目線でのアドバイスをたくさんしてくれる。

　そして休憩時間ギリギリまでカフェで過ごし、二人で「ラ・ピュセル」まで徒歩で戻った。

「この私がアドバイスしているんだからね。時間がかかってもいいから、必ず成功させなさい」

「はい！」

「佐久間部長が惚れ直しちゃうくらいの美しい身体になるのよ」

「よ、吉井さん……！」

　会社に戻って来たのに、わざと響さんの名前を出す吉井さんはやっぱり意地悪だ。

　でも彼女のおかげで新たな目標ができた。

　目指すは綺麗な身体づくり。そして内面も磨いて仕事にも絶対に支障をきたさない。

　そして……響さんの隣にいても恥ずかしくない女性になる。

　新たな決意は鈴川さんに言われた言葉の重みを随分と軽くしてくれた。

















第六章












　吉井さんにダイエットプログラムを作成してもらい、本格的にトレーニングが始まった。

　響さんと会える時間も割いてダイエットに専念することにした。

　彼女に教えてもらったヨガ教室にも通い始め、姿勢が段違いに良くなった気がする。

　身体のラインが綺麗だと同じ服を着ていても全く違うように見えて、新しい発見だ。

　それでも、鈴川さんからは顔を合わせる機会があれば「いつ別れてくれるのかしら」と小声で嫌味を言われる。

　私は無視を決めているけれど、言われるたびにズキズキと胸は痛くなり、まだ頑張らなきゃという使命感に襲われていた。

　そして今まで以上にダイエットに拘り始めた私に、響さんは難色を示し始めた。

　せっかくの二人きりの休日だというのに、一緒に食事に行ってもカロリーばかり気にしてメニューを選び、デート場所もジムばかり。

　いくら優しい彼でも不満は募るばかりだろう。

　彼がいつも楽しめていないのはわかっていた。でも、鈴川さんに彼を諦めてもらうためには、もっともっと痩せることが必要なんだ。

　その日のデートの夜、響さんの家に行き一緒にバスタイムを過ごすことになった私達。

　長時間半身浴ができる程度のぬるま湯に設定して身体を洗い、彼に後ろから抱きしめられる格好で浴槽に入る。

　響さんは引き締まった私の身体のラインに手で直接触れて難しい顔をした。

「なぜ、そんなにまでしてダイエットに没頭する。前のままで充分よかったじゃないか」

　お湯をすくいながら私の腕を触った彼の手は欲情を誘うものではなく、腕の形を確かめるような触り方だった。

　そして不満を曝け出した顔で後ろから私の顔を覗き込む。

「これ以上無理に痩せなくていい。身体を悪くしたらどうする」

　その声は本当に心配してくれている声色で、ここまで言わせてしまったことに少し後悔する。でも、私には諦められない理由があるから、ここでダイエットをやめるわけにはいかない。だから、目を合わせ強く懇願した。

「いえ、まだもう少し頑張らせてください」

「だからどうしてそこまでやるんだ？　俺が何か気に障ることでも言ったか？」

「そういうわけでは……」

　急いで首を横に振り、響さんのせいではないことを伝える。すると、響さんは浅いため息をつきながら、私の肩に顎を置き、腕をお腹に回してきて優しい力で引き寄せた。

　背中に彼の硬い胸板が当たり、触れ合った箇所に熱が集中する。ただ、そう感じているのは私だけで、響さんはまだ心配そうな声を出した。

「じゃあどうしてそこまで頑なに頑張るんだ。ダイエットへの執着が以前より強すぎだ。このままだと本当に身体を壊すぞ」

「わかってます。だから、吉井さんにも色々と相談に乗ってもらって……」

「吉井に？　吉井に言えて俺には言えないのか？」

「あっ……」

　これは失言だったかもしれない。恋人である響さんをおざなりにしたと思われても仕方ないだろう。

　口を手でおさえ、焦る顔の私を見て響さんは自身の後頭部を手で掻く。

「まぁ……女性には女性にしかわからない問題があるんだろう。いいさ、茜と吉井が仲良くしているのなら、広報課としても嬉しいことだ。ただ、俺にも心配くらいはさせてくれ。恋人の身体を心配するのは当たり前だろ？」

「はい……ありがとうございます」

　なんとか納得してくれた響さんに笑顔を向けると、彼もホッとした顔をしていた。

　私の恋人はなんて優しい人なのだろう。この人のそばにずっといたい。この関係を大切にしたい。

　最近、ようやく自分から甘えることを覚えた私は、彼の逞しい腕に頬を摺り寄せる。響さんはそのまま頭を撫でてくれ、唇をこめかみに添えるとそのまま顔の輪郭を辿り、唇に深いキスをしてくれる。舌を絡め合わせるとそれが行為の合図になり、私のお腹の前で交差していた右手は身体のラインをなぞるように上がってきて、私の右胸をやわやわと揉み始めた。

「んっ……」

　ずっとキスを繰り返しているからこもった声が重なった唇の端から漏れる。咥内を貪られ、指先で右胸の先端を微弱な力で擦られる。ぞくぞくと快感が背筋に走り、腰が浮かぶ。

　浮かんだ腰を掴み、そのまま彼の太腿の上に乗せられて唇が離れると、響さんは私の首筋や鎖骨に次々と赤い印をつけていく。腰に添えられていた左手は私の内腿をなぞり、茂みへと向かって行く。

「もうこんなに濡れている……これ、湯だけじゃないだろう？」

「やっ……恥ずかしい……」

「綺麗に洗っているから、すぐに入れてもいいな」

　響さんはそう言うと、人差し指で秘部の周りを円を描くようにグルグルと回しながら私の中に入ってくる。浅く抜いて深く入れ、鍵型に指を曲げて私の気持ちいいところを指の先でひっかく。

「はっ……響さ……ん」

　コリっとしたところを掠められると快楽が頭の先まで走って、快感を逃がしたくなる。

　私は彼の腕にしがみ付き、プルプルと震える。お湯にずっと浸かっているせいか、のぼせ始めたのか視界もぼうっとしてきた。

「いいな、風呂だと茜の可愛い声がすごく響く。もっと鳴いてくれ」

　静かな指の抽送は、浴槽の中で湯が跳ねるくらい動きがだんだんと激しくなってきた。その度に駆け巡る快感は私から冷静さを失わせて、甘い喘ぎ声が浴室に響く。

「ふっ……！　あぁ！　あぁぁ……!!」

　人差し指は秘部に抽送を繰り返し、親指は披裂のすぐ上にある小さなぷっくりと膨らんだ粒を撫で始める。そこは一番敏感に感じる場所だ。親指の腹が触れただけで、私はお湯が浴槽から零れるくらい大きく跳ね上がってしまった。

「そこ……！　だ、だめです……！」

「そうか？　気持ちよさそうだぞ。俺の欲情を煽るいい顔をしている」

「やっ……」

「俺にしか見せない茜の顔……もっと見せてくれ」

　響さんに言われた通り、快楽に素直に溺れる顔をすると、彼はとても満足そうな顔をした。

　自分が扇情的な顔をしていることに羞恥心はあるけれど、それで響さんが喜んでくれているのが何より嬉しかった。

「茜……ベッドに戻ってからと思ったが……ここでもいいか？」

　私が果てる寸前、指の動きが止まり、私のお尻に昂った彼自身のものが当たった。それはお湯の中でもわかるくらい硬く反り上がっていて、存在感を強く示している。

「はい……きてください」

　自分が移動して向かい合わせになり、足を広げて彼に跨った。そのままゆっくりと身体を下ろし、秘部の中に彼自身のものがぐぐっと入ってくる。

「ふぅ……んん……」

「くっ……」

　濡れた肌はピタリとくっつき、温かいお湯の中ではいつも以上に一つになっている感じがして幸せが溢れ出しそう。

　彼自身の圧迫感で私の中が全部満たされた時、込み上がってくる愛おしさで私達は自然にキスをしていた。

「好きです……響さん」

「あぁ、俺もだ。好きだよ、茜」

　甘い言葉を囁き合い、混じり合うことに没頭する私達は、この夜も二人きりの甘い時間を堪能した。
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　それから一か月後、とうとう私は目標体重の五十三キロに到達した。

　身長のわりには決して細身とは言えない体重かもしれない。でも、身体のラインはジムとヨガで徹底的に絞ったおかげで、きれいになった。

　むくみも無駄な脂肪もなく、均整のとれた身体はもう誰が見ても太っているなんて言わないだろう。

　だから、私は今日までずっと嫌味を言われ続けていた鈴川さんに一言いうべく、私から彼女を喫煙室へと呼び出した。

「やっと別れてくれる気になったのかしら」

　誰もいない換気扇の音だけが鳴る喫煙室で、鈴川さんの愉快に喋る声が響く。私は手に力を入れ、彼女に強い視線を送る。

「私……佐久間部長……いえ、響さんとお付き合いをするのはやめません」

「まだそんなことを言っているの？　何度言ったらわかるのかしら。あなたみたいな地味で平凡な女は不釣り合いだってこと」

「鈴川さんはそうおっしゃいますけど、私は響さんに愛してもらってます。そして私も響さんを愛してます。たしかに釣り合わないかもしれない。だけど、彼の隣にいるために自分磨きを頑張りました。ただ、これが私の限界です。鈴川さんみたいに全てが完璧じゃないかもしれない。でも、こんな私でも彼はいいって言ってくれてます。だから、私がいいって響さんが言ってくれている限り、私は響さんとずっと一緒にいます！」

　言いたいことを一気に全て言えた。息を止めずに言ったから、言い終わった後の息切れがすごい。額に汗を掻いていて、どれだけ自分が緊張と興奮をしていたのかがわかる。

　だって、誰かにこんなに強く言うことなんて、初めての経験だ。それほど、私は苦手なトラブルを自分から遠ざけていた。でも、響さんのためならどんな苦手なことでも立ち向かってみせる。

　ここまで強く言うことができたのも、自分なりの努力をして自分に自信が持てたおかげだ。ダイエットからも彼を狙う女性からも私は逃げない。

「……随分と自信があるのね。あなた、自分が遊ばれているってことがわからないの？　彼ほどの男があなたみたいな女、本気で相手にするわけがないでしょう？　あんたなんて暇潰しよ」

「そ、そんなことないです……！」

「わからないわよ。色んなタイプの女を食べてみたいって男はこの世にたくさんいるわ。佐久間部長は本当に誠実な人なのかどうかなんて誰にもわからないわよ」

「……そんなふうに言わないで」

「私だったら彼を夢中にさせることができるのに」

　鈴川さんはうんざりした顔をしながら喫煙室の壁に気怠くもたれた。私のことだけじゃなく、響さんのことまで悪く言われたことに腹が立ち、下唇を噛みしめ言い返そうとした。だが、鈴川さんの顔を見て躊躇が生まれた。

　だって今の彼女に先ほどまでの強気な表情は一切ない。顔色は血の気が引いており、真っ青だ。

　彼女の視線は喫煙室の出入り口に向けられている。振り向くと喫煙室のドアを半分開けて両腕を胸の前で組み、怒りを含んだ嫌悪感たっぷりの表情で響さんが立っていた。

「響さん……!!」

　なぜ？　どうして彼がここにいるのだろう！　私が彼を呼ぶと、響さんは私の方を見て口角を上げてやんわりと微笑んでくれる。そして喫煙室のドアを全て開けて中に入ってきた。

「ど、どうしてここに……！」

「吉井が教えてくれたんだ。いや、俺が茜と鈴川が二人きりになる時は教えてくれと以前から頼んでいたんだ」

「吉井さん？　どうして……」

「先日、キミが言っていただろう。吉井に色々と相談していると。だから、なぜ茜はこんなにもダイエットに執着しているのか聞いたんだ。女同士の秘密だと頑なに拒まれたが、俺がどうしても聞きたいと、茜が辛い思いをしているのなら、力になりたいと言って強引に聞き出した。そしたら全て教えてくれたよ。茜がなぜこんなふうになってしまったのかを」

　申し訳なく眉を下げて響さんにそう言われ、全てが明るみに出てしまったことに恥ずかしさを覚え、顔を覆いたくなる。

　でも、それは白が黒に変わるように、響さんの纏う雰囲気が一瞬で変わった瞬間に消え去った。

「随分と勝手なことを言ってくれたみたいだな」

　鈴川さんに向ける声色に滲む色は怒りのみだった。

　それを離れた距離の私でも感じるのだから、目の前にいる鈴川さんはさらにそれを感じると思う。

　それでも、強気な姿勢を即座に取り戻す彼女はかなり強靭なメンタルの持ち主だ。そこは少し見習わなければいけないのかもしれない。

「だって……どう考えてもおかしいわ。この子が部長の恋人だなんて。何度も言ったけど、全然釣り合わない。例えるのなら雇い主と使用人って感じだわ」

　使用人……まさか自分を使用人と例えられる日が来るとは思わなかった。鈴川さんの言葉に開いた口が塞がらない。

　そんな私にお構いなく鈴川さんは響さんに近寄り、距離を詰めて上目遣いで見上げた。

「佐久間部長、目を覚ますべきです。あなたはこの「ラ・ピュセル」の創業者の身内なのよ。その気になれば良縁がいくらでも転がっているはず。本社工場長の娘の私だって……」

　鈴川さんがそこまで言うと響さんは手を彼女の顔の前に持って行き、壁を作って喋るのを止める。そして冷めた目つきで鈴川さんを見下ろし、手も下ろした。

「鈴川、たしかにキミは誰もが見惚れる容姿を持っていて、美しいのかもしれない。それはキミの努力の賜物だろう。でも、俺はそんなものには惑わされないし、何より必要ない。地位や家柄も関係ない。俺が必要なのは茜自身だ」

　響さんの言葉に、鈴川さんの顔が一気に真っ赤になる。怒りが最高潮に達しているのだろう。私はなんとかしなければと思い、二人に向かって行くけれど間に入る隙間が無い。

「そんな人のどこがいいっていうの？　私の親は本社工場長なのよ！　私と一緒になった方があなたにはこの先、たくさんのメリットがあるというのに！」

「それは親の力であってキミが偉いわけじゃない。勘違いするな。それに、俺のことをどれだけ買い被っているのか知らないが、俺はたまたま創業者の身内に生まれただけで、俺が偉いわけじゃない。ただ、「ラ・ピュセル」のことは大切だから、自分の持てる力を全て注ぎ貢献はする。ただ、それだけだ。俺は昇進に興味がない。それに、キミと違って、茜は部長の肩書きを持つ俺に惚れたわけじゃないよな？」

「も、もちろんです！　響さんだから、好きになりました！」

　彼に問いかけられ、私は即反応した。だって、その言葉の通りだから。

　私は創業者の身内の彼を好きになったんじゃない。こんな私のことをきちんと見ていてくれた、彼だから好きになった。

　それに、響さんの人当たりが良く、エリートぶらない性格はそういうところからきていたのだと初めて気付いた。インタビューの時も一社員として「ラ・ピュセル」のことを語っていた。そして付き合ってから今まで、彼から家族の話や仕事の話をほとんど聞いたことがない。

　それはこういう思いからくるものだったのだと気付き、両手をギュッと握った。

　響さんは鈴川さんを見ていた目をこちらに向け、私に向かって手招きをする。彼のそばまで行きその手を取ると、そのまま引き寄せてくれ片腕で身体を包んでくれた。

「俺は俺の大切な人を見つけた。この子を離す気は一生ない。だから、勝手に進めようとしていた俺との婚約は諦めてくれ」

「わ、私よりその子を選ぶの?!」

「あぁ、もちろん。だって綺麗で可愛いだろう？　俺の恋人は。それに優しくて努力家だ。そんな彼女に俺は惹かれたんだ」

　どうだ？　と言わんばかりに私の顎に右手を添え、顔を上げられる私。

　潤んだ瞳で彼を見つめると、微笑んで細められた目からは愛しさが溢れていて、身体が熱くなった。

「響さん……」

　震える声で彼の名前を呼ぶと、柔らかく微笑み返してくれる。私と響さんのやり取りを見た鈴川さんはヒールの音をカンッ！　と思い切り鳴らし、大股で喫煙室の出入り口へと歩いて行く。

「くっだらない！　一生、そうしておけば！　後悔したって知らないから！」

　言葉を吐き出し、苛立ちを露わにしながら鈴川さんは喫煙室から出て行った。響さんはうんざりした様子でため息をつき、私の頭を撫でる。

「後悔なんかするものか。やっと俺のものにできたというのに」

　そして独り言のようなそうでないような音量で呟き、宝物を扱うようにしっかりと腕を回して抱きしめてくれる。

　喫煙室の独特の匂いが響さんに抱きしめられたことによって、少し和らいだ。私の大好きな清涼感ある彼の香りに包まれ、ようやくホッと一息つくことができた。

「名残惜しいが……もう始業時間になるな。茜、今夜、絶対に時間を空けてくれ」

「えっ？」

「頼む」

　真剣に懇願する響さんに詰め寄られ、頷くしかない。すると、安心したのか響さんは私から離れ、「よし、切り替えるか」と私を連れて広報課のフロアへと向かった。






　自分のデスクに着くなり、私は隣のデスクにいる吉井さんに声をかける。

「あの、今朝鈴川さんと……」

「あー、そのことね。無事決着ついた？」

「はい……ありがとうございます」

「そういえば、ヒーローが登場したでしょ。よかったわね、過保護なヒーローがついてくれてて」

「その件で、吉井さんにお礼を言いたくて。色々と助けて下さってありがとうございました。吉井さんのおかげです」

「お礼を言われるようなことじゃないわよ。私も鈴川のこと、あんまり好きじゃなかったから、ぎゃふんと言わせてくれたのならスッキリしたわ。まっ、迷惑をかけたと思っているのなら、ちゃんと幸せになりなさい。それでチャラにしてあげる」

　吉井さんは綺麗なウインクをして、もうそれ以上は何も言わなかった。

　これから彼女の力になれるように、もっと仕事の面でも頼りにしてもらえるように頑張らなければ……と気合いを入れなおす。

「今度の新商品のメディアへの売り込みのスケジュールですが、いつもの倍を考えているので私も協力して回ります。今度こそ社内一の売り上げを目指しましょう！」

「言ったわね。それじゃあ働いてもらうわよ」

「はい！」

　この仕事をとても大切にしている吉井さんにとって、彼女が仕事をしやすい環境づくりをするのが一番の恩返しだ。

　そして、いつも社内報のような仕事しかなかった私も、新しい仕事を少しずつ任され始めてきた。

　意気揚々とパソコンに向かうと、視線の先にはこちらをチラッと見て、満足気に微笑む響さんの顔が見えた。私は誰にもわからない程度に目尻を下げて微笑みを返す。

　そんな彼から、仕事が終わった後、家に来るようにとメールが来ていた。私の方が先に仕事が終わるから、預かっている合鍵で彼の家に先に向かい、夕食を用意して待っていた。






　時間は夜の九時。そろそろ響さんが帰って来る頃だろう。今日のメニューはおからハンバーグに海老とチンゲン菜のコチュジャン炒め、あとは湯豆腐と温野菜というボリュームがありながらもカロリーは低めのダイエットメニューだ。

　鼻歌を歌いながら出来立ての料理をダイニングテーブルに並べる。あとは麦ごはんをよそうだけ……となったところで、鍵を解錠する音が聞こえた。

　響さんが帰って来た！　飼い主の帰りを喜ぶ犬のように玄関に向かい、彼の帰りを迎える。頬が緩むのを感じながらドアが開くのを見ていると、そこには響さんの顔ではなく、大きなバラの花束が姿を現した。

「えっ……」

　呆気にとられ、瞬きを忘れて真っ赤なバラに視線が集中する。そして花束で隠れていた顔がひょっこりと現れ、嬉しそうに笑っている。

「ビックリしたか？」

「も、もちろん驚きました……！　どうしたんですか？　このバラ……」

　半ば強引に渡された花束はなかなかの重量で、フワッと華やかな香りを放っている。いったい、何十本のバラがあるのだろう。数えようとしたけれど、響さんが私の顎を指先ですくい、上を向かせるから視界は彼でいっぱいになった。

　そして、しっかり真っ直ぐな眼差しがこちらに向けられる。
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「プロポーズと言ったら、花束は必要だろう」

「プロ……！」

「あと、これもな」

　スーツのジャケットの内ポケットから取り出されたのは、リングケースだ。パカッと開いたそこには、きらりと光る一粒のダイヤモンドの指輪がある。驚いた私は足から床に崩れ落ちた。すると、咄嗟に響さんが抱きかかえてくれた。

　そして、苦笑いを零しながら彼はその体勢のまま口を開く。

「茜、今日のことで俺は決めた。もうお前との関係を会社では隠さない。茜は俺の婚約者で将来の妻になる女性だとみんなに知ってもらう」

「こ、婚約者って……！」

「こんな形でプロポーズをすることになるとは思わなかったが……茜」

「は、はい」

「一生、大切にする。俺と結婚してくれないか？」

　真剣な声と、気恥ずかしそうに微笑む響さんの顔からは緊張と照れ、そして愛おしさが感じられ、私も込み上がってくる熱い気持ちを抑えきれず、バラの花束とダイヤモンドの指輪ごと、勢いよく彼に抱き着いた。

「はい……！　結婚します！　私、響さんと結婚します!!」







＊＊＊＊＊








「茜、結婚おめでとう」

　ある日曜日。私と典子はたまには贅沢をしようとランチのコースを頼み、ノンアルコールビールが入ったグラスで小さな音をたてて二人で乾杯をした。典子に結婚を祝われ、私は一口飲みながらボソッと呟く。

「ま、まだ正式に結婚したわけじゃないけど……」

「でも、佐久間部長、社内報のインタビューで堂々と茜と結婚するって宣言してたじゃない。みんなびっくりしてたよ」

「あれには本当にビックリしたよ……普段、インタビューの仕事なんかやらない片岡君なのに、自分から言い出したからなにかおかしいなと思っていたけど、まさか響さんから頼まれていたなんて……」

「片岡君もノリノリだったらしいね」

　典子は軽く笑いながら、前菜の生ハムとモッツァレラチーズのサラダをフォークで食べる。私も久しぶりの生ハムだな、と感慨深く思いながら、生ハムを味わった。

　典子の言う通り、響さんは私との関係を誰にも隠さないと言った後すぐ、自分から社内報にまた出たいと言い出し、それを片岡君にだけ告げてインタビューのページを作成したらしい。片岡君ったら、どうりで今まで仕方なく担当していた社内報をノリノリで作っていたわけだ。響さんの結婚宣言の記事が掲載されたら、みんなの反応がすごいに決まっているもの。私が担当した今までの地味な記事だと全然見向きもされなかったのに、悔しいと素直に思ってしまう。

　でも、予想以上に祝福の声が多くて、私の人生がガラリと変わった瞬間だった。もしかしたら、鈴川さんのように嫌味を言ってくる人の方が多いかなと思っていたけれど、幸いそれはなく、みんな温かく見守ってくれている。

　というか、「ここ最近、すごく綺麗になったなって噂してたの！　いい恋愛をしていたからなのね！　羨ましいわ！」と言われたほど。響さんとの恋愛ももちろんいい影響を及ぼしたと思うし、あのダイエットの日々はやっぱり無駄じゃなかったのだと言える。

　社内報の話と典子の近況を話しているとあっという間に時間は過ぎ、食後の杏仁豆腐とノンシュガーのストレートティーを飲み終えると、ちょうどスマホのアラームが鳴った。

「あっ、そろそろ行かなくちゃ」

「あー、今から新郎さんと待ち合わせてブライダルサロンに行くんだよね。いいなぁ、羨ましいー。私も早く結婚したーい」

　典子はその場で軽く地団駄を踏み、わざと我儘を言う子どものような仕草をする。私はそんな無邪気な彼女がおかしくて、笑いながら立ち上がった。

「その時は絶対に式には呼んでね」

「もちろん！　でもまずは自分のことだよ。結婚式、楽しみにしてる」

「ありがとう」

　支払いを済ませたあと、二人でカフェを出てそれぞれ別れた。

　息を吸い、キラキラと輝いた瞳で私は前を向いて愛しい彼が待つブライダルサロンへと向かう。

　ショーウィンドウに映る自分の姿を見る。もうそこには根暗で地味な自分に自信のない私はいない。これからは迷うことなく、愛する人と一生を過ごす道を歩いて行くんだ。

　ブライダルサロンに辿り着くと、そこには愛しい人が立っていた。

「響さん、お待たせしました」

「あぁ、行こうか」

　フワッと柔らかく微笑む顔で見つめられ、大きくて温かい手に包まれる。私はこの手を一生離すことはないだろうと確信しながら、彼の隣を歩きだした―――――。
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